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最
近
の
住
宅
は
冷
暖
房
の
効
率
を

良
く
す
る
た
め
気
密
性
が
高
く
な

り
、
す
き
間
風
な
ど
に
よ
る
自
然
の

換
気
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
意
識
的
に
換
気
を
行
わ
な

け
れ
ば
、
室
内
で
発
生
す
る
カ
ビ
や

ダ
ニ
の
死
が
い
、
各
種
の
化
学
物
質

が
、
室
内
空
気
中
に
増
え
て
し
ま
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
物
質
が
呼
吸
に
よ
っ
て

体
内
に
取
り
込
ま
れ
る
と
、
私
た
ち

の
身
体
に
様
々
な
健
康
被
害
が
生
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

カ
ビ
や
ダ
ニ
の
被
害

　

室
内
に
湿
気
が
こ
も
る
と
、
カ
ビ

や
ダ
ニ
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
梅
雨
を
迎
え
る
と
、

室
内
は
ま
す
ま
す
カ
ビ
や
ダ
ニ
の
発

生
し
や
す
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

カ
ビ
は
建
物
を
傷
め
、
ダ
ニ
に
刺

さ
れ
る
と
激
し
い
か
ゆ
み
を
生
じ
ま

す
。
ま
た
、
カ
ビ
、
ダ
ニ
の
死
が
い

や
フ
ン
な
ど
を
含
む
ほ
こ
り
が
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
の
原
因
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

室
内
空
気
中
の
化
学
物
質
に

よ
る
被
害

　

建
材
や
家
具
の
接
着
剤
か
ら
発
生

す
る
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
や
ト
ル
エ

ン
、
衣
類
や
ト
イ
レ
の
防
虫
剤
に
使

わ
れ
る
パ
ラ
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
な

ど
の
化
学
物
質
が
、
室
内
空
気
中
か

ら
高
い
濃
度
で
見
つ
か
る
住
宅
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
化
学
物
質
は
目

や
の
ど
を
刺
激
し
た
り
、
頭
痛
を
起

こ
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

快
適
さ
を
確
保
す
る
た
め
に

換
気
を
し
ま
し
ょ
う

　

換
気
と
は
、
室
内
の
汚
れ
た
空
気

を
新
鮮
な
外
の
空
気
と
入
れ
か
え
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。換
気
を
す
る
と
、

室
内
空
気
中
の
化
学
物
質
を
追
い
出

す
こ
と
が
で
き
、
同
時
に
、
日
常
生

活
に
伴
っ
て
発
生
す
る
湿
気
を
減
ら

す
の
で
、
カ
ビ
や
ダ
ニ
の
発
生
を
少

な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
換
気

を
す
る
と
き
は
、
空
気
の
入
口
と
出

口
を
作
り
、
通
り
を
良
く
す
る
と
効

果
的
で
す
。（
上
図
参
照
）

　

ま
た
、
二
四
時
間
換
気
設
備
の
あ

る
住
宅
は
、
そ
の
使
用
方
法
の
理
解

と
清
掃
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

無
料
で
室
内
の
環
境
調
査
を

し
ま
す

　

区
で
は
、
現
在
住
ん
で
い
る
住
宅

の
室
内
空
気
中
の
化
学
物
質
濃
度

や
、
ほ
こ
り
に
含
ま
れ
て
い
る
ダ
ニ

ア
レ
ル
ゲ
ン
量
の
簡
易
測
定
を
行

い
、
よ
り
快
適
な
住
み
方
の
助
言
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

気
温
が
高
く
な
る
７
〜
９
月
は
、

一
年
の
中
で
最
も
多
く
食
中
毒
が
発

生
す
る
時
期
で
す
。
夏
場
は
、
牛
肉

の
Ｏ
１
５
７
（
腸
管
出
血
性
大
腸

菌
）、
魚
介
類
の
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
、
卵

の
サ
ル
モ
ネ
ラ
、
さ
ら
に
は
鶏
肉
の

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
な
ど
の
細
菌
に

よ
る
食
中
毒
が
多
発
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
食
中
毒
細
菌
は
、
気
温
が
高
い

夏
場
に
猛
烈
に
増
殖
す
る
た
め
に
、

食
中
毒
が
発
生
し
ま
す
。
食
中
毒
が

発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
、
家
庭
で
で
き
る
予
防
の
基

礎
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。（
左

記
参
照
）

▼
食
品
衛
生
夏
期
対
策
実
施
中

　

杉
並
保
健
所
で
は
、
皆
さ
ん
の
食

生
活
の
安
全
を
守
る
た
め
に
「
食
品

衛
生
夏
期
対
策
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。食
品
を
購
入
す
る
と
き
は
、

清
潔
で
温
度
管
理
と
表
示
が
き
ち
ん

と
さ
れ
た
店
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

梅雨の時期は湿度の高い日が多くなり、食の安全や快
適な室内環境が損なわれがちです。食中毒などになら
ないよう、正しい知識を身につけ、健康で快適に過ご
しましょう。

下準備
猿手はせっけんでよく洗う
猿包丁とまな板は、肉用、魚用、
野菜用に分ける
猿調理器具は洗剤でよく洗っ
た後、熱湯で消毒する
猿生肉や魚を切った包丁やま
な板は、生で食べる食品や、
調理の終わった食品には使
わない

家庭での保存
猿肉や魚介類などは、汁が出な
いように袋に入れ、冷蔵庫や
冷凍庫へ入れる
猿冷蔵庫の温度は１０℃以下、冷
凍庫はマイナス１５℃以下に
設定する

その他
猿わき水や井戸水は、そのまま
飲まない
猿腹痛や下痢、おう吐が続く場
合は、すぐに医師の診察を受
ける

食品の購入
猿期限表示を確認し、生肉・生
魚は新鮮なものを選ぶ
猿冷凍・冷蔵が必要な食品は最
後に買い物をし、すぐ持ち帰
る

残った食品
猿清潔な容器に入れ、冷蔵庫に
保存する（ただし、保存は２
日以内）
猿再加熱は十分にする
猿時間がたった食品は思い切
って捨てる
猿ちょっとでも異変を感じた
ら口に入れるのはやめる

食事
猿料理ができたら室温に２時
間以上、放置しない
猿期限が過ぎていたり、割れて
いる卵は生では食べない
猿生肉には食中毒菌がついて
いることが多いので、子ども
や高齢者は避け、加熱調理し
たものを食べる
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調理
猿食中毒菌の多くは十分な加
熱で死滅するので、調理をす
るときは中心部まで十分に
加熱する
猿肉は肉汁の色が透明になる
まで加熱する
猿ハンバーグや卵焼きはフタ
をして熱を加える
猿調理を中断する場合は、室温
に放置せず冷蔵庫に入れる

安
全
な
食
生
活
を
お
く
り
ま
し
ょ

安
全
な
食
生
活
を
お
く
り
ま
し
ょ
うう

上
手
な
換
気
で
快
適
な
生

上
手
な
換
気
で
快
適
な
生
活活

夏の食品衛夏の食品衛生生
ここに注意ここに注意！！

部
屋
の
窓
を
二
カ
所
以
上
あ
け
て
、

空
気
の
入
口
と
出
口
を
つ
く
る
と
、

効
率
的
に
換
気
で
き
ま
す
。
ま
た
、

換
気
用
の
小
窓
や
吸
排
気
口
を
家
具

で
ふ
さ
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

健康は安全な食事健康は安全な食事とと
快適な室内環境か快適な室内環境からら
健康は安全な食事健康は安全な食事とと
快適な室内環境か快適な室内環境からら

▲

家
の
模
型
と
小
型
の
扇
風
機
を
使
っ
て
空
気
の
流
れ
を
実

感
（
食
と
住
ま
い
の
ふ
れ
あ
い
広
場
／
６
月
１
日
開
催
）

〈効率のよい換気〉
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補
正
予
算

　

一
般
会
計
第
三
号
補
正
は
、　

年
１７

　

月
に
議
決
さ
れ
ま
し
た
。保
育
園
・

１０学
童
ク
ラ
ブ
の
委
託
準
備
や
小
・
中

学
校
な
ど
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材

除
去
に
要
す
る
経
費
な
ど
で
、
補
正

額
は
一
六
億
二
〇
六
七
万
円
で
し

た
。

　

一
般
会
計
第
四
号
補
正
は
、　

年
１７

　

月
に
議
決
さ
れ
ま
し
た
。　

年
９

１０

１７

月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
発
生
し
た
都

市
型
水
害
に
対
応
す
る
た
め
、
災
害

援
護
資
金
貸
付
金
な
ど
被
災
者
に
対

す
る
支
援
や
復
旧
に
要
す
る
経
費
、

水
防
情
報
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
今
後

の
災
害
対
策
に
必
要
な
経
費
を
計
上

し
、
補
正
額
は
一
〇
億
五
五
二
四
万

円
で
し
た
。

　

一
般
会
計
第
五
号
補
正
は
、　

年
１７

　

月
に
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
住
宅
や

１２

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調

査
助
成
や
乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
要

す
る
経
費
な
ど
で
、
補
正
額
は
二
億

一
五
万
円
で
し
た
。

　

一
般
会
計
第
六
号
補
正
は
、　

年
１８

３
月
に
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
杉
並
区

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
設
立
や
財
政
調

整
基
金
積
立
て
な
ど
に
要
す
る
経
費

の
増
額
の
ほ
か
、
生
活
保
護
費
な
ど

の
減
額
、
三
位
一
体
改
革
な
ど
に
伴

う
財
源
更
正
で
、
補
正
額
は
七
〇
億

七
〇
三
七
万
円
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
国
民
健
康
保
険
事

業
会
計
、
介
護
保
険
事
業
会
計
の
補

正
予
算
も
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、　

年
３
月
末
の
特

１８

別
会
計
を
含
む
予
算
総
額
は
、
二
五

〇
一
億
八
六
六
万
円
と
な
り
ま
し
た

（
表
１
）。

区
民
税
の
負
担

　

区
の
収
入
と
な
る
こ
と
が
確
定
し

た　

年
３
月
末
現
在
の
特
別
区
民
税

１８
現
年
度
分
調
定
額
は
五
二
一
億
三
四

〇
〇
万
円
で
す
（
表
２
）。

公
有
財
産

　

土
地
や
建
物
、
基
金
な
ど
の
公
有

財
産
の　

年
３
月
末
現
在
高
は
、
六

１８

〇
一
八
億
三
六
〇
九
万
円
で
す
（
表

３
・
４
）。

　

基
金
の
う
ち
、
特
定
の
目
的
の
た

め
に
積
み
立
て
る
積
立
基
金
の
運
用

に
あ
た
っ
て
は
、
預
金
（
普
通
預
金

や
定
期
預
金
な
ど
）
や
国
債
な
ど
の

債
券
を
中
心
に
、
安
全
で
効
率
的
な

運
用
を
実
施
し
て
い
ま
す
。　

年
度

１７

の
運
用
利
子
額
は
一
億
二
一
九
六
万

円
、
運
用
利
回
り
は
０
・
３
０
９
％

で
す
（
表
５
）。

特
別
区
債

　
　

年
３
月
末
の
区
債
現
在
高
は
、

１８
五
七
八
億
九
四
八
〇
万
円
と
な
り
、

前
年
３
月
末
に
比
べ
六
八
億
六
八
八

〇
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表

６
）。

　

年
度
当
初
予
算
の
概
要

１８
　
　

年
度
当
初
予
算
は
、　

年
度
に

１８

２２

お
け
る
区
の
目
標
、「
人
が
育
ち
、
人

が 
活 
き
る
杉
並
区
」
の
実
現
に
向
け

い
た
取
り
組
み
を
強
め
る
予
算
と
し

て
、
次
の
点
を
基
本
に
編
成
し
ま
し

た
。

茨
「
い
き
い
き
元
気
に
生
涯
現
役
」

「
地
域
ぐ
る
み
で
教
育
立
区
」「
安

全
・
安
心
二
四
時
間
三
六
五
日
」
の

三
分
野
の
実
施
計
画
事
業
に
つ
い
て

は
、重
点
的
に
予
算
計
上
す
る
こ
と
。

芋
教
育
改
革
や
少
子
化
対
策
お
よ
び

昨
年
９
月
の
集
中
豪
雨
の
教
訓
を
踏

ま
え
、「
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
計
画
」

「
子
ど
も
・
子
育
て
行
動
計
画
」「
都

市
型
災
害
対
策
」に
か
か
る
経
費
を
、

重
点
的
に
予
算
計
上
す
る
こ
と
。

鰯
「
ス
マ
ー
ト
す
ぎ
な
み
計
画
」（
第

三
次
行
財
政
改
革
実
施
プ
ラ
ン
）
の

計
画
項
目
は
確
実
に
予
算
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出

当
初
予
算
は
一
三
六
五
億
六
七
〇
〇

万
円
と
な
り
、
対
前
年
度
比
６
・
３

〈表１　各会計の予算執行状況（３月３１日現在）〉
執行率支出済額収入率収入済額予算現額会計区分
９０．１％１２５２億７００４万円９３．４％１２９８億５３１４万円１３８９億９９４２万円一般会計

８８．８％４０４億５０６１万円９３．８％４２７億４７２９万円４５５億５１７７万円国民健康保険事業
会計

８９．９％３７３億１０２５万円９２．９％３８５億２３５９万円４１４億８７４３万円老人保健医療会計

８８．８％２１３億７１２４万円９４．６％２２７億６０９８万円２４０億７００４万円介護保険事業会計

８９．７％２２４４億２１４万円９３．５％２３３８億８５００万円２５０１億８６６万円合　計
※一般会計には繰越明許費繰越額を含む。

〈表３　公有財産の現在高〉

構成比金　額区　分構成比金　額区　分

０．２％１３億６８９７万円出資金６４．１％３８５６億６８８１万円土　地

０．０％１億９１３８万円立　木２７．０％１６２６億６７５７万円建　物

０．１％２億９５００万円有価証券７．１％４２８億１８６４万円基　金

０．０％２４万円地役権０．９％５３億９８２８万円物　品

１００．０％６０１８億３６０９万円合　計０．６％３４億２７２０万円工作物

〈表２　区民税の負担状況〉

１人あたり
負担額

１世帯あたり
負担額

賦課期日時点
世帯数（人口）

現年度分
調定額区　分

９万９３４６円１８万２１０９円２８万６２７９世帯
（５２万４７７２人）５２１億３４００万円１８年３月末現在

９万５５７１円１７万５８５１円２８万４６８７世帯
（５２万３８２７人）５００億６２４６万円１７年３月末現在

３７７５円６２５８円１５９２世帯（９４５人）２０億７１５４万円増　減

※人口は前年の１月１日現在（外国人登録者を含む）。

〈表４　基金の内訳〉
金　額運用基金金　額積立基金
６億５０００万円公共料金支払基金１９５億８９５２万円財政調整基金

４０００万円国民健康保険高額療養費
資金貸付基金

２４億３９４３万円災害対策基金
１１億７２１５万円社会福祉基金
１２億２９１１万円区営住宅整備基金

５０００万円国民健康保険出産費資金
貸付基金

１６７億４４２６万円施設整備基金
４億５１３万円減債基金

３０００万円介護保険高額介護サービ
ス費等資金貸付基金

３億９３３４万円介護保険給付費準備基金
１９１６万円ＮＰＯ支援基金
５６５４万円みどりの基金

７億７０００万円合計４２０億４８６４万円合　計
※運用基金の金額は、運用できる上限額です。

〈表６　特別区債の現在高〉
金　額区　分

２９４億５２８７万円建設事業債
１８７億１７４６万円減税補てん債
２０億６０６４万円臨時税収補てん債
７６億５６８３万円杉並南中央公園債（柏の宮公園整備）

７００万円災害援護資金
５７８億９４８０万円合計残高

〈表５　基金の運用状況（３月３１日現在）〉
運用
利回り

運用
利子額

積立基金
現在高年  度

０．３０９％１億２１９６万円４２０億４８６４万円１７年度

０．２５３％１億１０７１万円３５４億５７０６万円１６年度

０．０５６％１１２５万円６５億９１５８万円差

％
増
と
な
り
ま
し
た
。生
活
保
護
費
、

心
身
障
害
者
支
援
費
な
ど
の
増
、
都

市
型
災
害
対
策
や
少
子
化
対
策
の
充

実
に
伴
う
増
の
ほ
か
、（
仮
称
）
桃
井

中
央
公
園
の
用
地
取
得
、
杉
並
芸
術

会
館
建
設
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健

康
保
険
事
業
会
計
に
お
け
る
保
険
給

付
費
な
ど
の
増
、
介
護
保
険
事
業
会

計
に
お
け
る
介
護
予
防
重
視
型
の
施

策
の
新
設
な
ど
に
よ
り
、
各
会
計
規

模
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
老
人
保
健

医
療
会
計
で
は
、
対
象
者
数
の
減
少

に
よ
り
、
会
計
規
模
が
微
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
と
三
つ
の

特
別
会
計
の
総
予
算
額
は
、
二
五
〇

九
億
九
六
四
九
万
円
と
な
り
、
前
年

度
と
比
べ
て
一
一
二
億
九
六
八
二
万

円
、
４
・
７
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

※
原
則
と
し
て
一
万
円
未
満
を
四
捨

五
入
し
、
端
数
調
整
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
冊
子
「
財

政
の
あ
ら
ま
し
們
平
成　

年
度

１７

下
半
期
の
財
政
状
況
們
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

区
政
資
料
室
（
区
役
所
西
棟

二
階
）
や
図
書
館
、
地
域
区
民

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ほ
か
、
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

１７年１７年度度
下半下半期期

区
は
、
条
例
に
基
づ
き
年
二
回
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、　

年　

月
〜　

年
３
月
ま
で
の　

年
度
下
半
期

１７

１０

１８

１７

に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

們
們
問
い
合
わ
せ
は
、
財
政
課
へ
。
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○福
 

医
療
証
は
、
７
月
に
更
新
を

行
い
ま
す
。
新
し
い
○福
 

医
療
証
は

６
月　

日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

３０

世
帯
主
と
姓
が
違
う
場
合
は
、
自

宅
の
郵
便
受
け
に
本
人
の
氏
名
を

表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
得
制
限
（
左
表
１
）
を
超
え

て
い
る
場
合
は
、
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

※
○福
 

制
度
の
有
効
期
間
は
、　

歳
７０

の
誕
生
月
の
末
日
（
た
だ
し
、

誕
生
日
が
１
日
の
方
は
前
月
の

末
日
）
ま
で
で
す
。
な
お
、
○福
 

制
度
は
廃
止
と
な
る
た
め
、
昭

和　

年
７
月
１
日
以
降
に
生
ま

１２
れ
た
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

　

有
効
期
限
の
切
れ
た
○福
 

医
療
証

は
７
月
末
ま
で
に
、
国
保
年
金
課

高
齢
者
医
療
係
（
区
役
所
東
棟
二

階
瓜
番
窓
口
、
郵
送
可
）、
区
民
事

務
所
・
分
室
、
駅
前
事
務
所
、
ゆ

う
ゆ
う
館
（
今
川
館
を
除
く
）
の

い
ず
れ
か
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

◇
保
険
変
更
な
ど
の
届
け
出
を

　

○福
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
が
、

社
会
保
険
の
被
保
険
者
と
な
っ
た

場
合
、
○福
 

医
療
証
の
資
格
を
喪
失

し
ま
す
。
健
康
保
険
証
、
住
所
、

氏
名
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
住
民
税
（
特
別
区
民
税
・
都
民

税
）
が
非
課
税
の
方
へ

　

同
一
世
帯
の
世
帯
員
全
員
お
よ

び
生
計
維
持
者
が
特
別
区
民
税
非

課
税
の
方
に
は
、
自
己
負
担
限
度

額
（
左
表
２
）
が
減
額
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆

　
 

国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
係

問

◇
介
護
保
険
施
設
な
ど
の
食
費
・
居

住
費
な
ど
の
減
額

　

介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施
設
・
介
護
療

養
型
医
療
施
設
）、シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
利
用
す
る
場
合
の
食
費
、
居
住
費

（
滞
在
費
）
の
自
己
負
担
が
、
利
用

者
負
担
段
階
区
分
の
第
一
〜
第
三
段

階
に
該
当
す
る
方
は
負
担
限
度
額
が

設
定
さ
れ
ま
す（
左
表
１
参
照
）。
た

だ
し
、
第
四
段
階
の
方
で
も
、
二
人

暮
し
で
一
方
が
施
設
に
入
所
し
た
場

合
に
、
在
宅
で
生
活
さ
れ
る
方
が
生

計
困
難
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
該
当
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る

方
は
事
前
に
申
請
し
て
、
限
度
額
認

定
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
（
申
請
し
た
月
か
ら
減
額
さ
れ

ま
す
）。

　

な
お
、
現
在
限
度
額
認
定
証
を
お

持
ち
の
方
は
、
５
月
中
旬
に
更
新
の

案
内
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

金
額
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
生
計
困
難
者
に
対
す
る
利
用
者
負

担
額
の
軽
減

　

区
民
税
非
課
税
世
帯
で
左
表
２
の

臼
〜
欝
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

と
税
制
改
正
に
よ
る
介
護
保
険
の
保

険
料
段
階
が
上
が
る
場
合
の
激
変
緩

和
措
置
の
対
象
と
な
っ
た
方
で
左
表

２
の
条
件
に
準
ず
る
条
件
に
該
当

し
、「
確
認
証
」
が
交
付
さ
れ
た
方
が

軽
減
事
業
の
実
施
を
都
と
区
へ
申
し

出
て
い
る
事
業
者
を
利
用
し
た
場
合

に
の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
福
祉
用
具
の
購
入

　

４
月
か
ら
は
、
指
定
事
業
者
か
ら

購
入
し
た
福
祉
用
具
で
な
け
れ
ば
、

介
護
保
険
の
適
用
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

購
入
の
際
に
は
、
指
定
事
業
者
で

あ
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
ベ
ッ
ド
・
車
い
す
の
貸
与

　

４
月
か
ら
要
介
護
２
以
上
の
方
の

み
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
要
介
護

１
以
下
の
方
で
、
４
月
以
前
に
貸
与

さ
れ
た
方
の
み
９
月
末
ま
で
利
用
で

き
ま
す
。

　

区
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
約

　

％
は
家
庭
で
の
消
費
で
す
。
家
庭

４３で
も
省
エ
ネ
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

◇
ナ
ビ
・
ワ
ッ
ト
で
省
エ
ネ
効
果
を

測
定
・
実
感

　

「
省
エ
ネ
ナ
ビ
」
は
、
家
庭
全
体

や
個
々
の
家
電
製
品
の
消
費
電
力
な

ど
を
計
測
で
き
、「
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
メ

ー
タ
ー
」
は
、
個
々
の
家
電
製
品
に

つ
な
ぐ
だ
け
で
消
費
電
力
・
電
気
料

金
・
二
酸
化
炭
素
を
測
定
で
き
ま
す
。

　
 

貸
出
期
間
＝
ナ
ビ
＝
六
カ
月
、

ワ
ッ
ト
＝
一
カ
月 

区
内
在
住
の
方

（
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
） 

無
料 

・ 

環

境
課
環
境
都
市
推
進
担
当
（
荻
窪
５

們　

們　

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
内
緯

１５

１３

３
３
９
８
倆
３
１
９
５
）
へ 

台
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い　

◇
区
も
省
エ
ネ
に
取
り
組
み
ま
す

　
　
　
　
　
　

〜
９
月　

日
松
ま
で

３０

　

区
は
、
電
力
需
要
が
増
大
す
る
夏

季
の
対
策
と
し
て
節
電
に
努
め
ま

す
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

①
冷
房
温
度
の
設
定

内

対費

申

問
他

　

本
庁
舎
な
ど
の
冷
房
温
度
を　

度
２８

と
し
ま
す
。

②
本
庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
一
部
停

止

　

東
棟
・
中
棟
で
各
一
基
停
止
し
ま

す
。
中
棟
は
本
会
議
・
委
員
会
中
な

ど
は
稼
動
し
ま
す
。

③
照
明
機
器
の
一
部
消
灯

　

事
務
室
を
除
き
、
廊
下
な
ど
の
照

明
は
お
お
む
ね　

％
を
目
途
に
消
灯

２５

し
ま
す
。

④
職
員
の
服
装

　

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
な
ど
の
軽
装
で
勤

務
し
ま
す
。
そ
の
際
、
名
札
着
用
の

徹
底
を
は
じ
め
、
服
装
な
ど
に
は
十

分
配
慮
し
ま
す
。

　
 

経
理
課
ま
た
は
職
員
課

問

◇
高
齢
者
ア
パ
ー
ト
あ
っ
せ
ん
制
度

　

立
ち 
退 
き
要
求
を
受
け
て
い
る
な

の

ど
の
理
由
で
著
し
く
住
宅
に
困
っ
て

い
る
高
齢
者
に
、
民
間
ア
パ
ー
ト
を

あ
っ
せ
ん
す
る
制
度
で
す
。

　
 

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

臼
区
内
に
居
住
す
る　

歳
以
上
で
ひ

６５

と
り
暮
ら
し
の
方
、
ま
た
は　

歳
以

６５

上
の
方
と　

歳
以
上
の
方
で
構
成
さ

６０

れ
て
い
る
世
帯
渦
自
立
し
て
日
常
生

活
が
で
き
る
方
嘘
立
ち
退
き
要
求
を

受
け
て
い
る
、
危
険
な
住
宅
に
住
ん

で
い
る
な
ど
の
理
由
で
住
宅
に
お
困

り
の
方

◇
高
齢
者
入
居
支
援
制
度

　

ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
際
に
保
証
人

が
い
な
い
方
、
入
居
後
の
生
活
が
不

安
な
方
、
ま
た
ア
パ
ー
ト
に
居
住
し

日
々
の
生
活
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

方
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
ア
パ
ー

ト
を
お
持
ち
の
家
主
の
方
も
安
心
し

て
高
齢
者
に
ア
パ
ー
ト
を
貸
せ
る
よ

う
、
下
表
１
に
掲
げ
る
サ
ー
ビ
ス
を

下
表
２
と
組
み
合
わ
せ
て
提
供
し
、

高
齢
者
の
居
住
の
安
定
と
住
宅
の
確

対

保
を
図
る
制
度
で
す
。

　
 

臼
高
齢
者
ア
パ
ー
ト
あ
っ
せ
ん

制
度
の
利
用
決
定
者
渦
区
内
の
民
間

ア
パ
ー
ト
に
居
住
す
る　

歳
以
上
で

６５

ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
、
ま
た
は　

歳
６５

以
上
の
方
と　

歳
以
上
の
方
で
構
成

６０

さ
れ
て
い
る
世
帯
／
い
ず
れ
も
緊
急

連
絡
先
が
必
要
で
す

　
 

住
宅
課

対問

〈表１　食費・居住費などの減額〉
対象者段階区分

区民税世帯非課税の老年福祉年
金受給者や生活保護受給者など第１段階

区民税世帯非課税で合計所得金
額と課税年金収入額の合計が８０
万円以下の方など

第２段階

区民税世帯非課税で利用者負担
第２段階以外の方など第３段階

上記以外の方第４段階

〈表１　所得制限基準額〉

本人の所得扶養人数

２５７万２０００円０人

３０５万２０００円１人

３４３万２０００円２人

１人につき
３８万円加算３人以上

※１７年中の所得です

〈表２　○福 医療証・○福 限度額適用認定証の助成内容〉
自己負担限度額（入院・世帯ごと）自己負担割合区　分 外来（個人ごと）

４万２００円／月１万２０００円／月

医療費の１割

○福 医療証をお持ちの方

２万４６００円／月８０００円／月○福 医療証と○福 限度額適
用認定証をお持ちの方

※申請月の１日からの適用となります。自己負担限度額については、１０月から変更
となる予定です。

〈表２　生計困難者に対する利用者負担額の軽減〉
３人以上２人１人世帯員数

世帯員１人増えるごとに５０
万円を加算

２００万円
以下

１５０万円
以下臼年間収入

世帯員１人増えるごとに１００
万円を加算

４５０万円
以下

３５０万円
以下渦預貯金額

嘘日常生活に供する資産以外に活用できる資産がないこと
唄負担能力のある親族などに扶養されていないこと（区民税の
控除対象者ならびに医療保険の被扶養者となっていないこと）
欝介護保険料を滞納していないこと

〈表１　サービスの内容・費用など〉
費用など内　容名　称

保証期間＝２年間（更
新ごとに保証料が必要
です）
保証料（利用者負担金）
＝（月額家賃＋共益費
など）×３０％
※月額家賃と共益費な
どの合計が５万円以下
の場合、保証料は一律
１万５０００円となります

保証人がいない方
などが民間保証会
社と保証委託契約
を結び、滞納した
家賃や退去の際の
家財などの撤去費
用を、入居者に代
わり民間保証会社
が一時的に立替え
ます

家賃等債務
保証

利用者負担金＝無料
週１回、電話によ
り入居者の安否確
認を行います

見守りサー
ビス

利用者預託金＝７万円
※親族などが葬儀を行
った場合は、預託金を
返還します

入居者が亡くなっ
た場合、葬儀を執
り行い遺骨の保管
を行います

葬儀の実施

利用者預託金＝５万円
※親族などが撤去を行
った場合は、預託金を
返還します

入居者が退去した
場合、残存家財な
どの撤去を行いま
す

残存家財等
撤去

〈表２　利用できるサービス〉
サービスコース利用対象者

家賃等債務保証、見守
りサービスＡ

高齢者アパ
ートあっせ
ん制度の利
用決定者

家賃等債務保証、見守
りサービス、葬儀の実
施

Ｂ

見守りサービス、葬儀
の実施、残存家財等撤
去

Ｃ民間アパー
トに居住す
る方

エ
ネ
ル
ギ
ー
を

節
約
し
ま
し
ょ
う

們
省
エ
ネ
の
推
進
は

あ
な
た
の
家
庭
か
ら

害害問い合わせは、介護保険課
給付係へ。

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららら介護保険課からのののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららららお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

新新
しし
いい
○○福福
医医
療療
証証
をを

おお
送送
りり
しし
まま
すす

新
し
新
し
いい
○○福福
医
療
証

 

医
療
証
をを

お
送
り
し
ま

　
　
　
　
　

お
送
り
し
ま
すす

高
齢
者
の
ア
パ
ー
ト
あ
っ
せ
ん
・
入
居
支
援
制
度
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１
犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

◇
リ
ー
ド
（
引
き
綱
）
の
使
用

　

散
歩
の
と
き
は
、
小
型
犬
で
あ
っ

て
も
必
ず
リ
ー
ド
に
つ
な
ぎ
、
犬
を

制
御
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
道
路
に
は
犬
が
苦
手
な
方
も
歩

い
て
い
ま
す
。

◇
ト
イ
レ
の
後
始
末

　

散
歩
に
行
く
と
き
は
フ
ン
を
始
末

す
る
道
具
を
必
ず
携
帯
し
、
き
ち
ん

と
処
理
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
尿
を

放
置
す
る
と
臭
い
の
も
と
と
な
り
ま

す
。
水
や
消
臭
剤
を
使
用
す
る
な
ど

の
心
遣
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
鳴
き
声

　

無
駄 
吠 
え
を
す
る
よ
う
な
場
合

ぼ

は
、
室
内
へ
入
れ
る
、
散
歩
に
連
れ

て
行
く
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
で
外
か
ら

の
刺
激
を
遮
断
す
る
な
ど
ス
ト
レ
ス

を
和
ら
げ
る
よ
う
努
め
、
近
隣
の
迷

惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

２
猫
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

◇
屋
内
飼
育
と
終
生
飼
養

　

屋
外
は
交
通
事
故
や
感
染
症
の
危

険
な
ど
、
猫
に
と
っ
て
安
全
な
場
所

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、ど
こ
で
も

自
由
に
出
入
り
で
き
る
た
め
、
思
わ

ぬ
所
で
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
猫
は
屋
内
で
飼

養
す
る
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
度
飼
い
始
め
た
ら
最
後

ま
で
責
任
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。
猫

は
飼
い
主
と
と
も
に
生
活
し
て
こ
そ

幸
せ
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

◇
不
妊
・
去
勢
手
術
を

　

不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
う
と
、
性

格
が
お
と
な
し
く
な
る
、
発
情
期
の

鳴
き
声
や
ス
ト
レ
ス
が
な
く
な
る
な

ど
の
効
果
が
あ
り
、
屋
内
飼
育
も
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

◇
飼
い
主
の
い
な
い
猫

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
面
倒
を
見

る
の
で
あ
れ
ば
、「
こ
れ
以
上
不
幸
な

猫
が
増
え
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
い

う
強
い
意
識
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

単
に
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
と
え
さ

だ
け
を
や
る
の
は
、
結
果
的
に
こ
う

し
た
境
遇
の
猫
を
増
や
す
こ
と
に
な

り
か
ね
ず
、
近
隣
と
の
対
立
を
生
む

原
因
と
な
り
ま
す
。

　

食
べ
残
し
の
後
始
末
や
フ
ン
の
処

理
な
ど
へ
の
配
慮
は
も
ち
ろ
ん
、
不

妊
･
去
勢
手
術
を
実
施
し
、
近
隣
の

理
解
を
得
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
区
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
近

隣
と
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
ず
適
正

に
管
理
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
な
ど

が
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
う
場
合

に
限
り
、
獣
医
師
会
の
協
力
に
よ

り
、
そ
の
費
用
な
ど
を
区
が
負
担

し
て
い
ま
す
。
申
請
期
間
は
、
６

月　

日
俄
～　

日
画
で
す
。
詳
細

１２

３０

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
 

杉
並
保
健
所
生
活
衛
生
課
緯
３

３
９
１
倆
１
９
９
１

問

民
営
バ
イ
ク
駐
車
場
へ
の 

補
助
制
度
が
で
き
ま
し
た

　

区
は
、
駅
周
辺
な
ど
に
民
営
バ
イ

ク
駐
車
場
を
設
置
し
運
営
す
る
方
に

対
し
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

◇
バ
イ
ク
と
は

　

道
路
運
送
車
両
法
に
規
定
さ
れ
て

い
る
原
動
機
付
自
転
車
、
二
輪
の
軽

自
動
車
と
二
輪
の
小
型
自
動
車
で

す
。

◇
対
象
者

　

公
共
の
用
に
供
す
る
バ
イ
ク
駐
車

場
を
設
置
し
経
営
す
る
事
業
者
な
ど

（
鉄
道
事
業
者
お
よ
び
財
団
法
人
を

除
き
ま
す
）

◇
対
象
と
な
る
バ
イ
ク
駐
車
場

１
鉄
道
駅
か
ら
お
お
む
ね
二
〇
〇
斡

以
内
の
地
域
、
都
が
推
進
す
る
「
ス

ム
ー
ズ
東
京　

～
拡
大
作
戦
」
地
域

２１

ま
た
は
区
が
推
進
す
る
違
法
駐
車
解

消
重
点
地
域
な
ど
に
位
置
す
る
こ
と

２
１
の
地
域
で
、
既
存
の
駐
車
場
を

改
造
し
、
ま
た
は
土
地
を
取
得
も
し

く
は
賃
借
し
て
新
た
に
一
〇
台
以
上

整
備
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

３
構
造
と
設
備
は
、
利
用
者
の
安
全

を
確
保
し
、
か
つ
バ
イ
ク
の
駐
車
が

有
効
に
行
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と

４
収
容
台
数
の
う
ち
半
数
以
上
は
、

時
間
貸
し
駐
車
に
充
て
る
こ
と

◇
対
象
と
な
る
経
費

１
バ
イ
ク
駐
車
場
の
新
た
な
整
備
に

か
か
る
建
設
費
と
し
、
そ
の
建
設
が

毎
年
度
２
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
予

定
の
も
の
と
し
ま
す

２
建
設
費
と
は
、
専
用
料
金
精
算
機

設
置
、
バ
イ
ク
施
錠
設
備
設
置
、
入

口
改
造
・
床
面
破
損
防
止
工
事
と
転

倒
防
止
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
設
置
に
要
す

る
費
用
、
そ
の
他
、
区
長
が
必
要
と

認
め
た
も
の
で
、
土
地
の
取
得
費
、

賃
借
料
、
各
種
手
数
料
等
費
用
お
よ

び
消
費
税
は
除
き
ま
す

３
補
助
金
の
交
付
額
は
、
建
設
費
の

範
囲
内
と
し
、
一
バ
イ
ク
駐
車
場
当

た
り
三
〇
台
を
限
度
と
し
て
、
一
台

に
つ
き
七
万
五
〇
〇
〇
円
を
補
助
限

度
と
し
ま
す
（
た
だ
し
、
一
〇
〇
〇

円
未
満
切
り
捨
て
）

４
補
助
金
の
交
付
は
、
予
算
の
範
囲

内
で
行
う
も
の
と
し
ま
す

※
こ
の
補
助
金
は
、
苛
東
京
都
道
路

整
備
保
全
公
社
の
助
成
金
と
合
わ

せ
て
利
用
で
き
ま
す

　
 

苛
東
京
都
道
路
整
備
保
全
公
社

総
務
部
公
益
事
業
課
緯
５
３
８
１
倆

３
３
６
５

ミ
ニ
バ
イ
ク
が
駐
車
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す

　

利
用
で
き
る
自
転
車
駐
車
場
は
左

表
の
と
お
り
で
、
ど
な
た
で
も
利
用

で
き
ま
す
。

◇
利
用
料
金
が
免
除
と
な
る
方

問

１
身
体
障
害
者
手
帳
、
愛
の
手
帳
、

原
爆
被
爆
者
手
帳
、
保
健
福
祉
手
帳

を
お
持
ち
の
方

２
都
の
難
病
指
定
を
受
け
て
い
る
方

３
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

◇
久
我
山
南
自
転
車
駐
車
場
の
ミ
ニ

バ
イ
ク
定
期
利
用
申
込
方
法
な
ど

　

往
復
ハ
ガ
キ（
８
面
記
入
例
参
照
）

で
、
６
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

２１

に
交
通
対
策
課
へ（
抽
選
）。
往
信
ハ

ガ
キ
の
表
面
に
は
、
必
ず
「
杉
並
区

役
所
交
通
対
策
課
」
と
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
返
信
ハ
ガ
キ
の
裏

面
に
は
何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
抽
選
結
果
は
、
６
月
下
旬
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
当
選
ハ
ガ
キ
を
受

け
取
っ
た
方
は
、
記
載
さ
れ
た
方
法

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈利用できる自転車駐車場〉
台数形態駐車場
１０台１日下井草南
１０台１日上井草北
１０台１日方南町東
１０台１日浜田山南
１０台１日久我山西
１０台定期久我山南

※久我山南駐車場の定期利用は抽選
です。当選された場合は久我山西
自転車駐車場で手続きをしてくだ
さい。

〈利用料金〉
利用料金利用形態
３８００円

（３４００円）１カ月
定
期
利
用

１万８００円
（９６００円）３カ月

１万８２００円
（１万５８００円）６カ月

２００円１日利用
※（　）内は学生・６５歳以上
の方の料金。

バ
イ
ク
駐
車
場
の
整
備
促
進
の
た
め
、
民
営
バ
イ
ク
駐
車
場
の
補
助
制
度
を
つ
く
り
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
１
日
土
か
ら
、
六
カ
所
の
区
立
自
転
車
駐
車
場
で
ミ
ニ
バ
イ
ク
（
五
〇
呪
以
下
の

原
動
機
付
自
転
車
）
が
駐
車
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

們
們
問
い
合
わ
せ
は
、
交
通
対
策
課
自
転
車
対
策
係
へ
。

駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅
周周周周周周周周周周周周周周周周
辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺
のののののののののののののののの
放放放放放放放放放放放放放放放放
置置置置置置置置置置置置置置置置
ババババババババババババババババ
イイイイイイイイイイイイイイイイ
クククククククククククククククク
対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策
をををををををををををををををを
進進進進進進進進進進進進進進進進
めめめめめめめめめめめめめめめめ
まままままままままままままままま

駅
周
辺
の
放
置
バ
イ
ク
対
策
を
進
め
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすす

〈大気調査結果（単位＝pg‐TEQ/㎥）〉
１６年度 
年平均値

各地点の 
年４回の平均値

第４回第３回調査地点 ２月１日～８日１０月２０日～２７日
区平均
０．０６９
都平均
０．０７８

０．０６０              ０．１１              ０．０８６井草森公園

０．０４３              ０．０５０              ０．０７４大宮前体育館

０．０４３              ０．０５１              ０．０７６郷土博物館
環境基準＝０．６pg‐TEQ/㎥以下

※１ダイオキシン類とはポリ塩化ジベンゾフラン、ポリ塩化ジベンゾパラジオキシ
ンおよびコプラナーPCBを合わせたもの２TEQ：ダイオキシン類の毒性の強さは
種類により異なるので、最も毒性の強いダイオキシンの量に換算したもの３1pg
＝１兆分の１グラム

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類 

調
査
結
果

　
　

年
度
は
大
気
四
回
、河
川
二
回
、

１７
土
壌
一
回
の
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、
大
気
三
・
四
回
目
、

河
川
の
一
・
二
回
目
の
調
査
結
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
下
表
の
と
お
り
）

　

今
回
の
結
果
は
、
す
べ
て
環
境
基

準
の
範
囲
内
で
し
た
。

◇
簡
易
焼
却
炉
の
使
用
は
原
則
禁
止

　

「
杉
並
区
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発

生
抑
制
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
、

「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置

法
」
対
象
未
満
の
簡
易
焼
却
炉
に
よ

る
焼
却
や
野
焼
き
な
ど
は
原
則
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
用
簡
易
焼
却
炉
を
無
料
で
回

収
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
固
定
さ

れ
て
い
る
も
の
や
簡
単
に
運
べ
な
い

も
の
は
除
き
ま
す
。

　
 

環
境
課
公
害
対
策
係

問
〈河川調査結果〉　

（単位＝底質：pg崖TEQ/g　水質：pg崖TEQ/ℓ）

水質の
年平均値

水質底質調査地点 第２回第１回
２月２２日８月１０日８月１０日

      ０．２５       ０．１４       ０．３５４．３宮下橋（神田川）

      ０．５３       ０．３４       ０．７１１．２佃橋（神田川、玉川
上水放流口）

      ０．０４６       ０．０３０       ０．０６２１３尾崎橋（善福寺川）
      ０．１２       ０．１４       ０．０９３害害和田見橋（神田川）

環境基準＝底質：１５０pg崖TEQ/g以下、水質：１pg-TEQ/ℓ以下

ペ
ッ
ト
は
適
正
に
飼
い
ま
し
ょ
う
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ゆ
う
ゆ
う
善
福
寺
館 

（
善
福
寺
２
們　

們　

）

２６

１８

◇
能
楽
入
門
們
は
じ
め
の
一
歩

　

初
心
者
の
た
め
の
謡
と
仕
舞
で

す
。
仕
舞
を
一
曲
習
い
、
最
後
に
井

草
八
幡
宮
神
楽
殿
で
発
表
会
を
行
い

ま
す
。

　
 

７
月
３
日
・　

日
・　

日
・　

１０

２４

３１

日
、
８
月
７
日
・　

日
・　

日
、
９

２１

２８

月
４
日
・　

日
の
い
ず
れ
も
月
曜
日

２５

午
前　

時
～
正
午
（
計
九
回
） 

金

１０

春
流
シ
テ
方
・
辻
井
八
郎 

一
〇
名

 

一
万
八
〇
〇
〇
円
（
発
表
会
費
用

を
含
む
） 

ハ
ガ
キ
（
８
面
記
入
例

参
照
）
の
場
合
は
、
ゆ
う
ゆ
う
善
福

寺
館
「
能
」
係
（
〒　

倆
０
０
４
１

１６７

善
福
寺
２
們　

們　

）
へ
、
E
メ
ー

２６

１８

ル
（
８
面
記
入
例
参
照
）
の
場
合
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西
荻
ま
ち
メ
デ
ィ
ア
死

in
fo
@
n
p
o
-m
a
c
h
im
e
d
ia
.o
r

g

へ
（
先
着
順
） 

同
法
人
・
小
笹

緯
０
９
０
倆
２
３
２
７
倆
３
１
１
６

◇
善
福
寺
ゆ
う
ゆ
う
ト
ー
ク
の
講
師

募
集

　

暮
ら
し
方
の
創
意
工
夫
・
地
域
の

思
い
出
（
池
の
歴
史
・
自
然
ほ
か
）

時

師

定

費

申

問

な
ど
を
題
に
お
話
し
し
て
く
だ
さ
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

　
 

８
月
の
第
三
・
第
四
土
曜
日
、

９
月
の
第
三
・
第
五
土
曜
日
午
前　
１０

時
～
正
午
（
い
ず
れ
か
一
回
） 
　
５０

歳
以
上
で
区
内
在
住
・
在
勤
の
方 

四
名
（
選
考
） 

封
書
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
（
８
面
記
入
例
参
照
）
に
話
す

題
と
内
容
を
四
〇
〇
字
程
度
に
ま
と

め
て
、
６
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

３０

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西
荻
ま
ち
メ
デ
ィ
ア

（
〒　

倆
０
０
４
１
善
福
寺
２
們　

１６７

２６

們　

ゆ
う
ゆ
う
善
福
寺
館
内
死in

f

１８

o
@
n
p
o
-m
a
c
h
im
e
d
ia
.o
rg

）

へ 

同
法
人
・
山
口
緯
０
９
０
倆
９

３
４
２
倆
２
８
１
６

ゆ
う
ゆ
う
西
荻
北
館 

（
西
荻
北
２
們　

們　

）

２７

１８

◇
街
の
鉄
人
講
座

　
 

６
月　

日
峨
午
後
２
時
～
４
時

２０

 

入
門
ビ
ー
ズ
教
室
・
ネ
ッ
ク
レ
ス

俯
さ
わ
や
か
な
初
夏
の
装
い
に 

苛

日
本
余
暇
文
化
振
興
会
ビ
ー
ズ
ス
キ

ル
認
定
講
師
・
中
野
慧
理 

区
内
在

住
で　

歳
以
上
の
方 

一
五
名 

一

５０

五
〇
〇
円
（
材
料
費
込
） 

・ 

ハ

ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル

に
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
書
い

て
、
６
月　

日
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

１６

ア
ザ
ー
ボ
イ
ス
・
竹
内
ま
た
は
上
山

（
〒　

倆
０
０
４
２
西
荻
北
３
們　

１６７

１１

們
３
們　

胃
３
３
９
６
倆
９
２
３
１

３０８

死office@
ovjp
.org

）へ
。
電
話

の
場
合
は
、
ゆ
う
ゆ
う
西
荻
北
館
緯

３
３
９
６
倆
８
８
７
１
へ
（
先
着
順
）

時

対
定

申

問時
内

師

対

定

費

申

問

ゆ
う
ゆ
う
荻
窪
東
館 

（
荻
窪
４
們　

們　

）

２３

１２

◇
心
に
良
い
こ
と
学
ぶ
Ｅ
Ｑ
（
心
の

　

知
能
指
数
）
サ
ロ
ン　

　

心
の
力
・
Ｅ
Ｑ
力
を
高
め
、
人
生

の
活
性
化
に
も
す
ぐ
役
立
つ
事
例

（
人
生
相
談
な
ど
）
を
も
と
に
語
り

合
い
ま
す
。

　
 

６
月　

日
蚊
午
後
２
時
～
３
時

２５

　

分 

小
川
清
記 

一
〇
名 

一
〇

３０〇
〇
円
（
資
料
・
茶
菓
代
）

◇
「
お
帰
り
な
さ
い
外
杉
並
へ
」

　

シ
リ
ー
ズ
・
総
括
編

　

表
現
力
の
あ
る
生
き
生
き
と
し
た

人
生
に
向
け
て
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
語
り
合
い
ま
す
。　

歳
代
以

６０

上
の
人
形
劇
団
活
動
の
一
端
も
鑑
賞

し
ま
す
。

　
 

７
月
１
日
臥
午
後
１
時
～
４
時

 

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
・
久
田

恵 

快
適
で
充
実
し
た
人
生
設
計
の

ヒ
ン
ト
を
求
め
て
い
る
方
、
地
域
活

動
へ
の
参
加
を
考
え
て
い
る
方 

三

〇
名 

一
〇
〇
〇
円☆

　
 
・ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス（
８

面
記
入
例
参
照
）
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

シ
ニ
ア
総
合
研
究
協
会
（
ゆ
う
ゆ
う

荻
窪
東
館
内
）
☎
･
胃
３
３
９
８
倆

８
７
３
８
へ
（
先
着
順
）

ゆ
う
ゆ
う
高
井
戸
西
館 

（
高
井
戸
西
１
們　

們
５
）

１７

◇
夕
焼
け
サ
ロ
ン

　

「
神
崎
先
生
の
ジ
ャ
ズ
談
義
⑤
」

　

ジ
ャ
ズ
を
愛
し
て
や
ま
な
い
講
師

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
編
集
で
、
今
回
は
ビ

ッ
グ
バ
ン
ド
の
名
演
奏
を
聴
き
ま

す
。

　
 

６
月　

日
我
午
後
６
時
～
８
時

２１

 

元
高
千
穂
大
学
教
授
・
神
崎
浩

◇
夕
焼
け
サ
ロ
ン
「
安
心
・
安
全
・

　

デ
イ
ト
レ
ー
ド
の
楽
し
み
」

　

リ
ス
ク
を
少
な
く
、
楽
し
み
な
が

ら
株
取
り
引
き
を
実
践
し
て
い
る
講

時
師

定

費

時
師

対

定

費
申

問

時
師

師
が
、そ
の
極
意
を
お
話
し
し
ま
す
。

　
 

６
月　

日
我
午
後
６
時
～
８
時

２８

 

Ｉ
Ｔ
シ
ニ
ア
・
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
・

池
澤
功

☆

　
 

区
内
在
住
で　

歳
以
上
の
方 

５５

各
二
〇
名（
先
着
順
） 

各
一
〇
〇
〇

円
（
茶
菓
代
） 

当
日
、
直
接
会
場

へ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
竹 
箒 
の
会
・
片
桐

ぼ
う
き

緯
３
３
３
３
倆
４
９
８
３
胃
６
７
６

２
倆
９
３
３
８
死M

a.kata@
jco

m
.hom

e.ne.jp

ゆ
う
ゆ
う
桃
井
館 

（
桃
井
１
們　

們
２
）

３５

◇
携
帯
電
話
を 
上 う 
手 
く
使
お
う
外

ま

　

こ
れ
か
ら
ケ
イ
タ
イ
を
持
と
う
と

す
る
方
に
も
使
い
方
の
イ
ロ
ハ
を
教

え
ま
す
。

　
 

６
月　

日
峨
午
後
１
時　

分
～

２０

３０

３
時　

分 

N
P
O
法
人
竹
箒
の
会

３０

 

三
〇
名 

三
〇
〇
円 

電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
（
８
面
記
入
例
参
照
）

で
、
６
月　

日
ま
で
に
N
P
O
法
人

１５

お
で
か
け
サ
ー
ビ
ス
杉
並
へ
（
先
着

順
）

◇
フ
ェ
イ
ス
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

　

い
つ
ま
で
も
若
く
健
や
か
で
い
る

た
め
に
、
顔
の
筋
肉
を
鍛
え
ま
し
ょ

う
。

　
 

６
月　

日
牙
午
後
２
時
～
４
時

２９

 

ス
タ
ジ
オ
H
O
W 
・
清
水
則
子 

二
〇
名
（
先
着
順
） 

三
〇
〇
円 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

ハ
ガ
キ
大
の

卓
上
鏡
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

☆

　
 

N
P
O
法
人
お
で
か
け
サ
ー
ビ

ス
杉
並
（
ゆ
う
ゆ
う
桃
井
館
内
）
緯
・

胃
３
３
９
９
倆
５
０
２
５

時
師

対

定

費

申

問時

師

定

費

申

時
師

定

費

申

他

問

１８年度も募集します

　

杉
並
区
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
「
区
役

所
い
つ
で
も
電
話
サ
ー
ビ
ス
」
は
、

年
中
無
休
で
午
前
７
時
か
ら
午
後　
１１

時
ま
で
、
区
の
サ
ー
ビ
ス
や
手
続
き

の
仕
方
、
施
設
の
案
内
や
催
し
の
情

報
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
に
専
門
の

オ
ペ
レ
ー
タ
が
お
答
え
し
ま
す
。
区

役
所
が
閉
ま
っ
て
い
る
と
き
に
も
利

用
が
で
き
る
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

　

例
え
ば
、「
不
燃
ご
み
の
収
集
日
は

い
つ
？
」「
住
民
票
は
土
曜
日
で
も
と

れ
る
の
？
」「
区
役
所
の
ど
こ
に
聞
い

た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、

く
ら
し
の
ち
ょ
っ
と
し
た
疑
問
に

も
、
そ
の
場
で
調
べ
て
お
答
え
し
て

い
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
と
き
や
迷
っ

た
と
き
は
、気
軽
に
、「
＃
８
８
０
０
」

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
個
人
情
報
に
か
か
る
お
問
い
合
わ

せ
な
ど
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
お

答
え
で
き
な
い
場
合
は
、
担
当
課

か
ら
お
答
え
し
ま
す
。

◆
ジ
ェ
イ
コ
ム
フ
ォ
ン
を
ご
利
用
の

方
へ

　

こ
れ
ま
で
、
ジ
ェ
イ
コ
ム
フ
ォ
ン

の
電
話
か
ら
は
、「
＃
８
８
０
０
」
へ

つ
な
が
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
設
備
改
修
が
完
了
し
、
６

月
１
日
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
一
度
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
方
法

猿
緯
＃
８
８
０
０
へ
（「
＃
」
を
お
忘

れ
な
く
）

猿
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
の
電
話
や
Ｉ
Ｐ
電

話
を
ご
利
用
の
場
合
は
、
緯
３
３
７

２
倆
８
８
０
０
へ

猿
フ
ァ
ク
ス
を
ご
利
用
の
場
合
は
、

胃
３
３
７
２
倆
８
８
１
０
へ

猿
Ｅ
メ
ー
ル
を
ご
利
用
の
場
合
は
、

死c
a
ll@
8
8
0
0
.c
ity.su

g
in
a
m

i.tokyo.jp

へ

利
用
時
間

　

午
前
７
時
～
午
後　

時
（
年
中
無

１１

休
）

◆ 「
さ
ざ
ん
か
ね
っ
と
」の
こ
と
な
ら

「
♯
８
８
０
０
」
へ

　

「
さ
ざ
ん
か
ね
っ
と
」
の
操
作
方

法
な
ど
を
ご
案
内
す
る
「
さ
ざ
ん
か

ね
っ
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
は
、

６
月　

日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

３０

７
月
１
日
か
ら
は
、「
さ
ざ
ん
か
ね
っ

と
」
に
つ
い
て
の
ご
案
内
は
、
杉
並

区
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
「
区
役
所
い
つ

で
も
電
話
サ
ー
ビ
ス
」が
行
い
ま
す
。

　
 

区
政
相
談
課
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

担
当 問

　環境先進都市をめざして、環境に貢献した
方々を表彰するすぎなみ環境賞の対象者を募
集します（自薦可）。１８年度もごみ減量のため
に過剰包装の抑制を大きなテーマに掲げてい
ます。表彰式は１０月に開催する環境博覧会で
行う予定です。
◆薄着賞＝事業者による環境にやさしい技術
開発や簡易包装など環境に配慮した商品また
は事業者
◆厚着賞＝過剰包装を行うなど環境に配慮の
乏しい商品または事業者
◆環境にやさしいで賞＝過剰包装の抑制を行
うなど環境意識の高い区民または事業者
　 応募資格＝どなたでも応募できます（た
だし、投票は区内在住・在勤・在学の方に限
る） ファクスまたはＥメールに、住所・氏
名・電話番号、該当すると思われる賞名と商
品名（メーカー名も）または事業者名・選ぶ
理由をできるだけ詳しく書いて、８月１０日（必
着）までに清掃管理課ごみ減量担当胃３３１２崖
２３０６死seiso-kanri@city.suginami.lg.jpへ 同
担当 清掃管理課（区役所西棟７階）、区民事
務所・分室、駅前事務所または図書館に設置
してある応募箱でも応募できます

内

申

問

他

すぎなみ環境賞表彰対象者
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「
放
射
第
五
号
線
事
業
推
進

の
た
め
の
検
討
協
議
会
」 

緑
地
専
門
部
会

　

検
討
内
容
、
傍
聴
な
ど
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
 

６
月　

日
牙
午
後
６
時
〜
８
時

２２

 

久
我
山
会
館
（
久
我
山
３
們　

們
２３

　

）  

当
日
、
直
接
会
場
へ 

都
西

２０部
公
園
緑
地
事
務
所
工
事
課
設
計
係

緯
０
４
２
２
倆
４
７
倆
０
１
１
４ 

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

公
園
で
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
、 

野
外
炊
さ
ん
が
で
き
ま
す

　
 

７
月　

日
臥
〜
８
月　

日
牙
午

１５

３１

前
９
時
〜
午
後
４
時
（
日
曜
・
祝
日

を
除
く
） 

蚕
糸
の
森
公
園
（
和
田

３
們　

們　

）、
塚
山
公
園
（
下
高
井

５５

３０

戸
５
們　

們　

）、
井
草
森
公
園
（
井

２３

１２

草
４
們　

們
１
）、
柏
の
宮
公
園
（
浜

１２

田
山
２
們
５
們
１
） 

利
用
目
的
が

青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
で
あ
る
団

体
（
団
体
登
録
な
ど
の
制
約
は
あ
り

ま
せ
ん
） 

無
料 
・ 

利
用
に
は
、

６
月　

日
か
ら
利
用
日
の
三
日
前
ま

１５

で
に
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
、

み
ど
り
公
園
課
公
園
利
用
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

さ
ざ
ん
か
ー
ど
の
登
録
を 

新
し
く
申
し
込
む
方
へ

　

７
月
１
日
か
ら
、
新
し
く
地
域
団

体
登
録
（
さ
ざ
ん
か
ー
ど
登
録
）
を

す
る
場
合
、
こ
の
制
度
の
適
正
な
利

用
を
確
保
し
て
い
く
た
め
、
こ
れ
ま

で
の
登
録
要
件
臼
〜
嘘
に
新
た
に
唄

欝
が
加
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
申
し
込

時
場

申

問

他

時

場

対

費

申

問

み
に
必
要
な
書
類
は
、
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
の
で
、
登
録
の
際
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、　

年
３
月
末
に
有
効
期
限

１９

を
む
か
え
る
さ
ざ
ん
か
ー
ど
登
録
団

体
（　

年
度
中
に
登
録
し
た
団
体
）

１６

か
ら
順
次
、
更
新
の
際
に
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
 

登
録
の
要
件
＝
次
の
臼
〜
欝
を

す
べ
て
満
た
す
団
体
臼
五
人
以
上
で

三
分
の
二
以
上
が
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体

渦
会
則
ま
た
は
規
約
と
名
簿
を
備
え

付
け
て
い
る
団
体
嘘
政
治
、
宗
教
、

営
利
を
目
的
と
し
て
い
な
い
団
体
唄

代
表
者
が
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
ま
た
は
区
内
に
所
在
す
る
団
体

の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
欝
同
じ
利
用

種
目
の
中
で
一
代
表
者
一
登
録
（
同

じ
利
用
種
目
で
二
つ
以
上
の
団
体
の

代
表
者
を
兼
ね
て
登
録
で
き
ま
せ

ん
）
▽
必
要
書
類
＝
臼
構
成
員
名
簿

渦
会
則
ま
た
は
規
約
嘘
名
簿
記
載
者

全
員
の
本
人
が
確
認
で
き
る
証
明
書

ま
た
は
コ
ピ
ー
（
確
認
後
返
却
し
ま

す
） 

地
域
課
地
域
係 

団
体
や
個

人
な
ど
で
取
っ
た
予
約
を
、
さ
ざ
ん

か
ー
ど
団
体
に
予
約
を
取
り
直
す

「
付
け
替
え
申
し
込
み
」
や
個
人
や

団
体
の
重
複
登
録
と
い
っ
た
行
為

は
、
他
の
利
用
者
の
迷
惑
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
行
為
に
つ
い
て
は
定

期
的
に
調
査
や
改
善
指
導
を
行
い
、

改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
登
録
の
取

り
消
し
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接
種
が

再
び
変
更
に
な
り
ま
す

　

６
月
２
日
か
ら
、
麻
し
ん
や
風
し

ん
の
単
独
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ

と
が
あ
る
方
も
、
麻
し
ん
風
し
ん
混

合
ワ
ク
チ
ン
第
二
期
の
対
象
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
度
の
第
二
期
の
対
象

者
に
は
、
７
月
上
旬
ま
で
に
予
診
票

を
郵
送
し
ま
す
。

内
問

他

　

な
お
、
第
一
期
・
第
二
期
の
対
象

者
の
中
で
麻
し
ん
も
し
く
は
風
し
ん

に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
単

独
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
 

杉
並
保
健
所
保
健
予
防
課
緯
３

３
９
１
倆
１
０
２
５
ま
た
は
保
健
セ

ン
タ
ー
（
荻
窪
緯
３
３
９
１
倆
０
０

１
５
／
高
井
戸
緯
３
３
３
４
倆
４
３

０
４
／
高
円
寺
緯
３
３
１
１
倆
０
１

１
６
／
上
井
草
緯
３
３
９
４
倆
１
２

１
２
／
和
泉
緯
３
３
１
３
倆
９
３
３

１
）

東
京
都
介
護
支
援
専
門
員 

実
務
研
修
受
講
試
験

　
 

試
験
日
＝　

月　

日
蚊
▽
受
験

１０

２２

要
項
配
布
期
間
＝
６
月　

日
俄
〜
７

１２

月　

日
牙
▽
配
布
場
所
＝
保
健
福
祉

２０
部
管
理
課
保
健
福
祉
相
談
係
（
区
役

所
東
棟
一
階
）、
介
護
予
防
課
（
区
役

所
東
棟
一
階
）、介
護
保
険
課
事
業
者

支
援
係
（
区
役
所
東
棟
三
階
）、
福
祉

事
務
所
、
都
庁
第
一
・
第
二
本
庁
舎

一
・
二
階
案
内
（
新
宿
区
西
新
宿
２

們
８
們
１
）
ま
た
は
苛
東
京
都
高
齢

者
研
究
・
福
祉
振
興
財
団 

６
月　
２１

日
我
〜
７
月　

日
牙
（
消
印
有
効
）

２０

ま
で
に
苛
東
京
都
高
齢
者
研
究
・
福

祉
振
興
財
団
（
〒　

倆
０
８
２
３
新

１６２

宿
区
神
楽
河
岸
１
們
１
）
へ
簡
易
書

留
で
郵
送
さ
れ
た
も
の
の
み
受
け
付

け
ま
す 

同
財
団
福
祉
情
報
部
普
及

推
進
室
ケ
ア
マ
ネ
担
当
緯
５
２
０
６

倆
８
７
３
５

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
放
送
が

変
わ
り
ま
す

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
が
発
令

さ
れ
た
時
に
は
防
災
無
線
で
区
民
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
放
送
機
器
を
更
新
し
た

た
め
、
霧
笛
の
音
が
若
干
変
わ
り
ま

し
た
。内
容
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
注
意
報
が
解
除
さ
れ
た
時
も

問内

申

問

放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
 

環
境
課
公
害
対
策
係

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を

贈
呈
し
ま
す

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、外
地
等（
事

変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）

に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従

事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看

護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

の
方（
慰
労
給
付
金
受
給
者
は
除
く
）

に
対
し
て
、
そ
の
労
苦
に
報
い
る
た

め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。
本
人
ま
た
は
家
族
な

ど
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
 

保
健
福
祉
部
管
理
課
地
域
福
祉

係
（
区
役
所
東
棟
三
階
）
に
あ
る
請

求
用
紙
を
、　

年
３
月　

日
ま
で
に

１９

３１

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
業
務
担
当

（
〒　

倆
８
９
２
６
千
代
田
区
霞
が

１００

関
２
們
１
們
２
）
へ 

同
担
当
緯
５

２
５
３
倆
５
１
８
２
胃
５
２
５
３
倆

５
１
９
０

戦
没
者
の
遺
族
の
慰
霊
巡
拝

　

今
年
度
の
事
業
概
要
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　
 

派
遣
地
域
＝
旧
ソ
連
（
沿
海
地

方
）、南
方（
南
西
諸
島
＝
洋
上
慰
霊
、

北
ボ
ル
ネ
オ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
硫
黄

島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
） 

保
健
福

祉
部
管
理
課
地
域
福
祉
係

母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促

進
費
支
給
事
業
の
ご
活
用
を

　

母
子
家
庭
の
経
済
的
自
立
を
促
進

す
る
た
め
、
就
職
に
有
利
な
資
格
取

得
を
目
指
し
て
修
業
中
の
母
子
家
庭

の
母
親
に
、
訓
練
促
進
費
を
支
給
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
資
格
取
得
を
考
え

て
い
る
方
や
、
現
在
養
成
機
関
で
修

業
中
の
方
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
 

対
象
＝
区
内
在
住
で
次
の
す
べ

て
を
満
た
す
方
臼
児
童
扶
養
手
当
の

問申

問

内

問

内

支
給
を
受
け
て
い
る
か
、
同
様
の
所

得
水
準
に
あ
る
方
渦
養
成
機
関
に
お

け
る
講
習
の
期
間
が
二
年
以
上
あ

り
、
か
つ
対
象
資
格
の
取
得
が
見
込

ま
れ
る
方
嘘
就
業
ま
た
は
育
児
と
修

業
の
両
立
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
方
唄
過
去
に
母
子
家
庭
高
等
技

能
訓
練
促
進
費
を
受
給
し
て
い
な
い

方
▽
対
象
資
格
＝
看
護
師
、
介
護
福

祉
士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
、
保
健
師
、
助
産
師
、
理

容
師
、
美
容
師
、
そ
の
他
区
長
が
認

め
る
資
格
▽
支
給
期
間
＝
修
業
期
間

の
最
後
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
期

間
で
一
二
カ
月
を
上
限
と
し
、
申
請

月
か
ら
終
了
月
ま
で
▽
支
給
額
＝
月

額
一
〇
万
三
〇
〇
〇
円 

福
祉
事
務

所
（
東
緯
５
３
０
６
倆
２
６
１
１
／

西
緯
３
３
９
８
倆
９
１
０
４
／
南
緯

３
３
３
２
倆
７
２
２
１
）

区
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う

　

第
二
回
区
議
会
定
例
会
は
、
６
月

　

日
俄
に
開
会
さ
れ
る
予
定
で
す
。

１９本
会
議
や
委
員
会
は
、
定
員
の
範
囲

内
で
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　
 

・ 

当
日
、
直
接
区
議
会
事
務

局
（
区
役
所
中
棟
三
階
）
へ 

臼
日

程
の
問
い
合
わ
せ
は
、
６
月　

日
以

１３

降
に
お
願
い
し
ま
す
渦
手
話
通
訳
を

希
望
す
る
方
は
、
希
望
日
の
四
日
前

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
す

　

６
月　

日
に
支
払
わ
れ
る
年
金

１５

（
４
・
５
月
相
当
分
）
か
ら
金
額
が

変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
物
価
の
変

動
に
応
じ
て
年
金
額
が
改
定
さ
れ
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

　
　

年
度
の
年
金
額
は
、　

年
の
全

１８

１７

国
消
費
者
物
価
指
数
に
合
わ
せ
て
、

　

年
度
よ
り
０
・
３
％
減
額
と
な
り

１７ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
年
金
額
改

定
通
知
書
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問

申

問

他

　
 

改
定
が
行
わ
れ
る
年
金
の
例
＝

老
齢
基
礎
年
金
、
老
齢
厚
生
年
金
、

老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
、
遺
族

基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
加
給

年
金
額
・
子
の
加
算
額
、
遺
族
厚
生

年
金
、
障
害
厚
生
年
金
な
ど 

ね
ん

き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
緯
０
５
７
０
倆
０
７
倆

１
１
６
５
ま
た
は
杉
並
社
会
保
険
事

務
所
緯
３
３
１
２
倆
１
５
１
１ 

共

済
年
金
は
各
共
済
組
合
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

教
科
書
展
示
会
の
開
催

　
　

年
度
か
ら
高
等
学
校
で
使
用
す

１９
る
文
部
科
学
省
検
定
済
み
の
「
教
科

書
見
本
」
の
展
示
を
し
ま
す
。

　
 

６
月　

日
画
〜
７
月
５
日
我
午

１６

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
） 

済
美
教
育
セ
ン
タ
ー（
堀

ノ
内
２
們
５
們　

） 

当
日
、
直
接

２６

会
場
へ 

教
育
委
員
会
指
導
室
ま
た

は
済
美
教
育
セ
ン
タ
ー
緯
３
３
１
１

倆
０
０
２
１

図
書
館
の
臨
時
休
館

　

蔵
書
の
点
検
な
ど
を
行
う
た
め
、

臨
時
休
館
し
ま
す
。

臼
高
円
寺
図
書
館
（
高
円
寺
南
２
們

　

們　

）
＝
７
月
３
日
俄
〜
６
日
牙

３６

２５

渦
高
井
戸
図
書
館
（
高
井
戸
東
１
們

　

們
１
）
＝
７
月　

日
俄
〜　

日
牙

２８

１０

１３

　

休
館
中
も
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

h
ttp
://w

w
w
.lib
ra
ry.c
ity.

内

問
他

時

場

申

問

HP

su
g
in
a
m
i.to
kyo
.jp
/

か
ら
の

リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
付
け
ま
す
が
、

休
館
中
の
図
書
館
の
資
料
に
つ
い
て

は
、
通
常
よ
り
も
時
間
が
か
か
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
 

高
円
寺
図
書
館
緯
３
３
１
６
倆

２
４
２
１
、
高
井
戸
図
書
館
緯
３
２

９
０
倆
３
４
５
６

６
〜　

歳
の
子
育
て
事
例
集

１０

編
集
の
仲
間

　

学
校
・
生
活
・
お
出
か
け
な
ど
、

６
〜　

歳
の
子
育
て
で
気
に
な
る
こ

１０

と
を
話
し
な
が
ら
、
一
緒
に
事
例
集

を
作
成
し
ま
せ
ん
か
。

　
 

活
動
日
＝
７
月
４
日
・　

日
、

１８

９
月　

日
・　

日
、　

月　

日
・　

１２

２６

１０

１０

２４

日
、　

月
７
日
・　

日
／
い
ず
れ
も

１１

２１

火
曜
日
の
午
前　

時
〜
正
午 

あ
ん

１０

さ
ん
ぶ
る
荻
窪
（
荻
窪
５
們　

們
１５

　

）、
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
們　

１３

２２

們　

） 

冊
子
作
り
に
興
味
が
あ
り
、

３２
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
ル
が
使
え
る
方 

E

メ
ー
ル
（
８
面
記
入
例
参
照
。
託
児

の
必
要
な
方
は
、
お
子
さ
ん
の
名
前

と
月
齢
も
記
入
）
で
、
６
月　

日
ま

２５

で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
∞

遊
死p

la
n
n
in
g
-yu
0
1
@
jc
o
m
.

h
o
m
e
.n
e
.jp

へ 

同
法
人
緯
・
胃

６
７
６
２
倆
８
７
９
０

問時

場

対

申

問

　

区
が
、
国
と
都
を
被
控
訴
人
と

し
て
提
訴
し
た
「
住
基
ネ
ッ
ト
受

信
義
務
確
認
等
請
求
控
訴
事
件
」

の
第
一
回
口
頭
弁
論
が
、
７
月
６

日
牙
午
前　

時　

分
か
ら
、
東
京

１０

３０

高
等
裁
判
所
八
二
五
号
法
廷
で
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

区
が
提
出
し
た
控
訴
状
と
控
訴

理
由
書
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
 

総
務
課
法
規
係

問

▼
住
基
ネ
ッ
ト
訴
訟
コ
ー
ナ
ー
（
第
一
二
回
）
▲

第
一
回
口
頭
弁
論（
控
訴
審
）の
お
知
ら

第
一
回
口
頭
弁
論（
控
訴
審
）の
お
知
ら
せせ
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①
児
童
館
１
・
単
独
学
童
ク
ラ
ブ（
二

時
間
勤
務
）

　

▽
勤
務
時
間
な
ど
＝
７
月　

日
〜

２０

９
月
１
日
の
月
〜
金
曜
日
で
勤
務
す

る
館
の
指
定
す
る
日
（
月
二
〇
日
限

度
）
の
午
前
８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１０

３０

ま
た
は
午
後
４
時　

分
〜
６
時　

分

１５

１５

②
児
童
館
１
・
単
独
学
童
ク
ラ
ブ
・

児
童
館
２
（
八
時
間
勤
務
）

　

▽
勤
務
時
間
な
ど
＝
７
月
１
日
〜

９
月　

日
で
勤
務
す
る
館
の
指
定
す

３０

る
日
（
月
二
〇
日
限
度
）
の
午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時　

分
ま
た
は
午

３０

１５

前
９
時　

分
〜
午
後
６
時　

分
の
ロ

３０

１５

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務

③
児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
八
時
間

勤
務
）

　

▽
勤
務
時
間
な
ど
＝
７
月
１
日
〜

９
月　

日
で
勤
務
す
る
館
の
指
定
す

３０

る
日
（
月
二
〇
日
限
度
）
の
午
前　
１０

時　

分
〜
午
後
７
時　

分

３０

１５
☆

　
 

児
童
の
指
導
補
助
▽
時
給
＝
教

員
・
保
育
士
資
格
取
得
者
ま
た
は
関

内

連
学
部
（
教
育
・
心
理
・
社
会
）
の

卒
業
者
＝
一
〇
二
〇
円
、
資
格
な
し

＝
九
四
〇
円 
　

歳
以
上
の
方
（
高

１８

校
生
は
不
可
） 

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
を
、
臼
は
６
月　

日（
必
着
）、

３０

渦
嘘
は
勤
務
を
希
望
す
る
月
の
前
月

　

日
（
７
月
分
は
６
月　

日
ま
で
。

１５

２４

い
ず
れ
も
必
着
）
ま
で
に
、
勤
務
を

希
望
す
る
各
児
童
館
へ
郵
送
ま
た
は

持
参 

各
児
童
館
ま
た
は
児
童
青
少

年
課
緯
３
３
９
３
倆
４
７
６
０ 

採

用
の
際
、
健
康
保
険
の
適
用
除
外
承

認
書
と
資
格
を
証
明
す
る
も
の
の
写

し
が
必
要
で
す 対

申

問

他

「
高
齢
者
の
し
お
り
」
に 

掲
載
す
る
広
告

　

９
月
に
発
行
予
定
の
「
高
齢
者
の

し
お
り
」
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
現
在
、
区
が
行

っ
て
い
る
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

中
心
に
、
高
齢
者
向
け
の
施
策
を
ま

と
め
た
も
の
で
、
区
内
の　

歳
以
上

６５

の
方
が
い
る
す
べ
て
の
世
帯
に
各
戸

配
布
し
、
福
祉
相
談
窓
口
な
ど
に
も

置
き
ま
す
。

　
 

規
格
＝
Ａ
４
判
・
約
一
二
〇
ペ

ー
ジ
▽
発
行
部
数
な
ど
＝
九
万
五
〇

〇
〇
部
（
三
年
に
一
回
発
行
）
▽
広

告
規
格
・
掲
載
料
＝
左
表
の
と
お
り

▽
掲
載
で
き
な
い
も
の
＝
臼
し
お
り

の
公
共
性
と
品
位
を
損
な
う
お
そ
れ

の
あ
る
も
の
渦
「
風
俗
営
業
等
の
規

制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る

法
律
」
第
二
条
に
掲
げ
る
営
業
に
該

当
す
る
も
の
嘘
政
治
活
動
、
宗
教
活

動
、
意
見
広
告
、
個
人
的
宣
伝
お
よ

び
人
事
募
集
に
関
す
る
も
の
唄
公
序

良
俗
に
反
す
る
も
の
欝
そ
の
他
適
切

で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
▽
掲
載

の
決
定
＝
内
容
を
審
査
し
、
掲
載
の

可
否
を
後
日
通
知
し
ま
す
（
抽
選
）

 

高
齢
者
施
策
課
（
区
役
所
中
棟
二

階
）
に
あ
る
所
定
の
申
込
書
に
広
告

内
申

原
稿
を
添
え
て
、
７
月
７
日
ま
で
に

直
接
同
課
へ
持
参 

高
齢
者
施
策
課

管
理
係

南
伊
豆
健
康
学
園

◇
９
月
入
園
児
童
募
集

　

南
伊
豆
健
康
学
園
は
、
身
体
の
虚

弱
な
児
童
が
、
南
伊
豆
の
豊
か
な
自

然
の
中
で
健
康
の
回
復
と
体
力
の
増

進
を
図
り
な
が
ら
、
区
内
の
小
学
校

と
同
じ
内
容
の
勉
強
を
す
る
全
寮
制

の
学
園
で
す
。

　
 

区
内
小
学
校
に
在
学
す
る
三
〜

六
年
生
で
、
肥
満
・
ぜ
ん
息
・
偏
食
・

虚
弱
の
児
童 

７
月　

日
ま
で
に
各

１４

小
学
校
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

◇
入
園
児
童
募
集
説
明
会

　
 

６
月　

日
峨
午
後
２
時
〜 

教

２７

育
委
員
会
室
（
区
役
所
東
棟
六
階
）

 

学
園
紹
介
ビ
デ
オ
上
映
と
学
園
職

員
に
よ
る
生
活
・
学
習
の
説
明 

当

日
、
直
接
会
場
へ☆

　
 

学
務
課
就
学
奨
励
係

区
立
小
学
校
水
泳
補
助
員

　

区
立
小
学
校
で
は
、
水
泳
指
導
の

充
実
と
一
層
の
安
全
確
保
を
図
る
た

め
、
水
泳
補
助
員
を
募
集
し
ま
す
。

問

対

申

時

場

内

申

問

　
 

児
童
の
水
泳
指
導
の
補
助
（
準

備
、
後
片
付
け
な
ど
）
▽
勤
務
期
間

＝
６
月
〜
９
月
（
夏
休
み
期
間
中
を

除
く
）
▽
勤
務
場
所
＝
各
区
立
小
学

校
▽
時
給
＝
九
〇
〇
円 

電
話
で
、

直
接
勤
務
を
希
望
す
る
小
学
校
へ

（
募
集
を
行
わ
な
い
小
学
校
も
あ
り

ま
す
） 

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課

梢福
 

サ
ン
フ
レ
ン
ズ
職
員

　
 

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
▽
職
種
＝

非
常
勤
介
護
支
援
専
門
員
▽
資
格
＝

介
護
支
援
専
門
員
▽
時
給
＝
一
四
〇

〇
円
〜
▽
勤
務
場
所
＝
区
内
の
居
宅

介
護
支
援
事
業
所 

履
歴
書
を
６
月

　

日
ま
で
に
準福
 

サ
ン
フ
レ
ン
ズ
事
務

２０課
（
〒　

倆
０
０
２
３
上
井
草
３
們

１６７

　

們　

）
へ
郵
送 

同
課
緯
３
３
９

３３

１０

４
倆
９
８
３
３ 

常
勤
を
希
望
す
る

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

捌
梢福
 

杉
樹
会 

調
理
補
助
パ
ー
ト
職
員

　
 

勤
務
場
所
＝
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
さ
ん
じ
ゅ
阿
佐
谷
（
阿
佐
谷
北

１
們
２
們
１
）
▽
勤
務
時
間
な
ど
＝

木
・
金
・
土
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時　

分
（
応
相

３０

談
）
▽
資
格
な
ど
＝　

歳
く
ら
い
ま

５５

で
の
方
▽
募
集
人
数
＝
一
名
▽
時
給

＝
八
五
〇
円 

履
歴
書
を
、
さ
ん
じ

ゅ
阿
佐
谷
へ
持
参 

同
ホ
ー
ム
緯
３

３
１
０
倆
６
６
３
２

家
庭
福
祉
員

　

保
護
者
が
仕
事
な
ど
の
た
め
保
育

で
き
な
い
児
童
を
家
庭
で
保
育
す
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

　
 

保
護
者
と
直
接
契
約
。
預
か
る

児
童
は
生
後
６
週
間
以
上
３
歳
未
満

の
乳
幼
児
▽
保
育
時
間
＝
日
曜
・
祝

日
を
除
く
毎
日
、
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時
（
時
間
外
保
育
あ
り
）
▽

資
格
な
ど
＝
自
宅
が
阿
佐
谷
北
、
阿

佐
谷
南
、
天
沼
、
梅
里
、
大
宮
、
上

荻
、
上
高
井
戸
、
高
円
寺
北
、
高
円

内

申

問

内

申問
他

内

申

問

内

寺
南
、
下
高
井
戸
、
松
庵
、
清
水
、

善
福
寺
、
高
井
戸
西
、
高
井
戸
東
、

成
田
東
、
西
荻
北
、
浜
田
山
、
方
南
、

堀
ノ
内
、
本
天
沼
、
松
ノ
木
、
南
荻

窪
、
宮
前
、桃
井
、
和
田
の
い
ず
れ
か

に
あ
り
、
次
の
臼
〜
欝
を
す
べ
て
を

満
た
す
方
。
臼
心
身
健
康
で
、
現
在

小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
な
い

渦
家
庭
環
境
が
健
全
で
、
子
ど
も
の

保
育
に
専
念
で
き
る
嘘　

年
４
月
１

１８

日
の
時
点
で
満　

歳
以
上
満　

歳
未

２５

６０

満
唄
自
宅
に
九
・
九
愛
（
六
畳
）
以

上
で
採
光
と
換
気
に
優
れ
た
保
育
専

用
の
部
屋
が
あ
る
方
（
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
耐
火
構
造
の
建
物
で
、
避
難

設
備
と
避
難
経
路
が
確
保
さ
れ
て
い

る
場
合
に
限
り
、
二
階
以
上
の
部
屋

で
の
保
育
も
可
）
欝
保
育
士
・
教
員
・

助
産
師
・
保
健
師
・
看
護
師
の
い
ず

れ
か
の
資
格
が
あ
る
▽
保
育
定
員
＝

一
階
で
保
育
す
る
場
合
三
名
以
内
、

二
階
で
保
育
す
る
場
合
二
名
以
内
▽

募
集
人
数
＝
一
名
▽
そ
の
他
＝
保
護

者
か
ら
の
保
育
料
（
一
人
月
額
二
万

三
〇
〇
〇
円
以
内
）
の
ほ
か
、
区
か

ら
の
補
助
（
児
童
一
人
に
つ
き
月
額

六
万
五
〇
〇
〇
円
、
施
設
共
済
費
な

ど
）
あ
り 

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
・
志
望
動
機
、
裏
面
に
保
育
専

用
室
の
見
取
り
図
（
広
さ
・
階
数
・

避
難
経
路
も
明
記
）
も
記
入
し
資
格

証
明
書
の
写
し
を
添
え
て
、
７
月　
１４

日
（
必
着
）
ま
で
に
保
育
課
指
導
係

（
区
役
所
東
棟
三
階
）
へ
郵
送
ま
た

は
持
参 

同
係 

臼
書
類
選
考
の
う

え
、
面
接
該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す

渦
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

申
問

他

〈児童館・学童クラブの夏季臨時職員〉

住所・電話担当学童
クラブ名児童館名住所・電話担当学童

クラブ名児童館名

児童館１（申込区分　①・②）
浜田山４崖２１崖３緯３３１７崖５１６６浜田山浜田山阿佐谷北１崖６崖１４緯３３３７崖７４８１阿佐谷阿佐谷
下井草１崖２３崖２３緯３３９５崖１５７３東原東原天沼１崖６崖２５緯３３９８崖８７１７天沼天沼
方南１崖５１崖７緯３３２３崖６１０５方南方南和泉２崖３６崖１４緯３３２８崖６５５０和泉和泉
堀ノ内３崖４９崖１９崖１０１緯３３１５崖７９２３堀ノ内東堀ノ内東今川３崖３崖１８緯３３９４崖５３０２今川今川
堀ノ内１崖９崖２６緯３３１６崖５０９０堀ノ内南堀ノ内南永福２崖６崖１２緯３３２２崖６１４８永福南永福南
松ノ木２崖３３崖６緯３３１５崖６０２８松ノ木松ノ木荻窪２崖４０崖２緯３３９１崖００１７荻窪荻窪
宮前４崖１５崖１３緯３３３２崖０４５５宮前宮前荻窪５崖１５崖１３緯３３９８崖００８１荻窪北荻窪北
宮前３崖２９崖６緯３３３２崖０４３１宮前北宮前北上井草３崖６崖２４緯３３９０崖２２２８上井草上井草
桃井２崖１０崖９緯３３９６崖４５２７桃井桃井上荻１崖２０崖１３緯３３９２崖２３５６上荻上荻
和田１崖３８崖１８緯３３８２崖０４００和田中央和田中央高井戸東１崖１８崖５緯３３０４崖４７７３上高井戸上高井戸

単独学童クラブ（申込区分①・②）高円寺北２崖２崖１８緯３３３９崖２６２１高円寺北高円寺北

高井戸東１崖１２崖１緯３３０６崖４４８５上高井戸
第二上高井戸高円寺南２崖５２崖２緯３３１５崖０３９５高円寺

中央
高円寺
中央

下井草４崖２９崖１２緯３３９９崖５１８５下井草
第二下井草高円寺南３崖２４崖１５緯３３１５崖１８６６高円寺南高円寺南

久我山５崖１８崖７緯３３３１崖４１８０久我山高井戸上井草２崖４１崖１１緯３３９５崖１５７４四宮森四宮森

浜田山４崖２３崖１緯５３０６崖６６７８浜田山
第二浜田山下井草３崖１３崖９緯３３９６崖８８８８下井草下井草

和泉４崖４４崖６緯３３１７崖１７１８和泉北堀ノ内南下高井戸４崖１９崖６緯３３０４崖０２６０下高井戸下高井戸
児童館１（申込区分①）松庵２崖２３崖３４緯３３３４崖００６７松庵松庵

高井戸西１崖１７崖５緯３３３２崖０４３８高井戸西高井戸西善福寺１崖１８崖９緯３３９５崖１５７６善福寺善福寺
児童館２（申込区分②）高井戸西２崖５崖１０緯３３３４崖０９０２高井戸高井戸

大宮２崖１６崖１６緯３３１５崖７０８３──大宮成田西３崖１０崖３８緯３３９１崖１８５７成田西成田西
児童館２（申込区分③）西荻北１崖９崖５緯３３９５崖３４６１西荻北西荻北

荻窪１崖５６崖３緯３３９３崖４７６０──児童青少年
センター西荻南３崖５崖２３緯３３３４崖０９０３西荻南西荻南

〈「高齢者のしおり」広告規格・掲載料〉

掲載料刷色位置おおよその
規格（縦×横）種類

２８万円４色裏表紙の外側１ペ
ージ全面２７０亜×１７４亜１号

広告

１４万円４色裏表紙の外側１ペ
ージ１／２面１３１亜×１７４亜２号

広告

２１万円２色裏表紙の内側１ペ
ージ全面２７０亜×１７４亜３号

広告

１１万円２色裏表紙の内側１ペ
ージ１／２面１３１亜×１７４亜４号

広告

１４万円２色本文中指定する１
ページ全面２７０亜×１７４亜５号

広告

７万円２色本文中指定する１
ページ１／２面１３１亜×１７４亜６号

広告

４万円２色本文中指定する１
ページ１／４面１３１亜×８４亜７号

広告

２万円２色本文中指定する1
ページ１／８面６２亜×８４亜８号

広告

児
童
館
・
学
童
ク
ラ
ブ
の
夏
季
臨
時
職
員

インドネシア大使館に
見舞金を届けました

インドネシア、ジャワ島中部で
発生した大地震災害に対し、６
月１日牙に被災者のための災
害見舞金として１００万円をイン
ドネシア大使館に届けました。

 総務課問
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風
連
町
・
吾
妻
町
の
子
ど
も

た
ち
と
交
流
し
よ
う
外

　

今
年
の
夏
も
友
好
都
市
の
名
寄
市

（
旧
風
連
町
）
と
東
吾
妻
町
（
旧
吾

妻
町
）
の
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
い
交

流
会
を
行
い
ま
す
。

　
 

・ 

・ 

左
表
の
と
お
り 

往

復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
に
希
望

時

場

内

申

交
流
会
名
（
ど
ち
ら
か
一
つ
）・
学
校

名
・
学
年
・
保
護
者
名
も
書
い
て
、

６
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
児
童
青

２１

少
年
課
事
業
係
（
〒　

倆
０
０
５
１

１６７

荻
窪
１
們　

們
３
）
へ
（
抽
選
） 

５６

同
係
緯
３
３
９
３
倆
４
７
６
０

「
お
や
じ
の
会
」
の
活
動
情
報

交
換
会
を
開
き
ま
す

　

学
校
で
活
動
す
る
「
お
や
じ
」
さ

ん
や
「
お
や
じ
の
会
」
参
加
者
が
気

軽
に
情
報
交
換
の
で
き
る
会
で
す
。

夏
休
み
以
降
に
学
校
内
外
で
活
動
す

る
た
め
の
手
が
か
り
を
お
探
し
の
方

や
「
お
や
じ
の
会
」
づ
く
り
に
関
心

が
あ
る
方
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
 

６
月　

日
臥
午
後
２
時　

分
～

１７

３０

５
時　

分
（
２
時
開
場
） 

西
荻
南

３０

区
民
集
会
所（
西
荻
南
３
們
５
們　

）
２３

 

事
例
発
表
（
夏
休
み
の
キ
ャ
ン
プ

な
ど
「
お
や
じ
の
会
」
で
の
取
り
組

み
な
ど
）
と
交
流
会
（
事
例
を
も
と

に
し
た
情
報
交
換
な
ど
） 

学
校
内

外
で
の
「
お
や
じ
」
の
活
動
や
「
お

や
じ
の
会
」
づ
く
り
に
興
味
・
関
心

が
あ
る
方 

六
〇
名 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

社
会
教
育
ス
ポ

ー
ツ
課
管
理
係

吾
妻
の
朝
市

　

町
の
紹
介
と
コ
ニ
フ
ァ
ー
い
わ
び

つ
（
旧
す
ぎ
な
み
自
然
村
）
の
Ｐ
Ｒ

を
兼
ね
、
生
し
い
た
け
・
ほ
う
れ
ん

草
・
小
松
菜
・
春
菊
・
水
菜
・
キ
ャ

ベ
ツ
・
み
つ
葉
・
ふ
き
・
レ
タ
ス
・

大
根
な
ど
の
朝
採
り
新
鮮
野
菜
と
農 問

時

場

内

対

定

費

申

問

産
加
工
品
の
産
直
市
を
開
催
し
ま

す
。
な
お
、
品
物
は
、
天
候
な
ど
に

よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。（
区
後
援
）

　
 

６
月　

日
牙
午
前　

時
～
午
後

２２

１０

１
時
（
雨
天
実
施
、
売
り
切
れ
次
第

終
了
） 

区
役
所
中
杉
通
り
側
入
口

前 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

文
化
・

交
流
課 

マ
イ
バ
ッ
グ（
買
い
物
袋
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

日
本
フ
ィ
ル
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル

　
 

６
月　

日
我
午
前　

時
～
正
午

２８

１１

（　

時　

分
開
場
） 

杉
並
公
会
堂

１０

３０

大
ホ
ー
ル
（
上
荻
１
們　

們　

） 

２３

１５

曲
目
＝
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ビ
ッ
チ
「
交

響
曲
第
５
番
『
革
命
』」
▽
指
揮
＝
ヤ

ル
ヴ
ィ 

六
〇
〇
名 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

文
化
・
交
流
課

 

定
員
を
超
え
る
場
合
や
開
演
後
の

入
場
は
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す杉
並
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム

◇
あ
っ
と
驚
く
外
シ
ナ
リ
オ
教
室

　

現
役
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
か
ら
ア

ニ
メ
の
シ
ナ
リ
オ
づ
く
り
を
楽
し
く

学
び
ま
す
。「
シ
ナ
リ
オ
づ
く
り
」
の

仕
事
に
興
味
が
あ
る
方
、
自
分
で
物

語
を
つ
く
っ
て
み
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
 

６
月　

日
臥
・　

日
蚊
午
後
１

２４

２５

時
～
３
時 

松
崎
健
一（「
機
動
戦
士

時

場

申

問

他

時

場

内

定

費

申

問

他
時

師

ガ
ン
ダ
ム
」
脚
本
・
Ｓ
Ｆ
担
当
） 

中
学
生
以
上
の
方 

二
〇
名 

無
料

 

電
話
で
、
杉
並
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
（
先
着
順
） 

筆

記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

◇
パ
ラ
パ
ラ
ア
ニ
メ
を
つ
く
ろ
う

　

世
界
で
た
っ
た
一
つ
、
自
分
だ
け

の
パ
ラ
パ
ラ
ア
ニ
メ
を
つ
く
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
簡
単
な
絵
が
描

け
れ
ば
小
さ
な
お
子
さ
ん
で
も
楽
し

め
ま
す
。
親
子
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ

メ
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

８
月　

日
蚊
ま
で
の
月
～
金
曜

２７

日
は
午
後
３
時
～
５
時
、
土
・
日
曜
・

祝
日
は
午
前　

時
～
午
後
５
時
ま
で

１１

受
け
付
け 

備
え
付
け
の
用
紙
に
少

し
ず
つ
形
や
位
置
を
変
え
て
絵
を
描

き
ま
す
。
絵
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込

ん
で
、動
く
様
子
を
観
賞
し
ま
す（
描

い
た
動
画
は
持
ち
帰
れ
ま
す
） 

杉

並
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

職
員 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

☆

　
 

・ 

杉
並
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
（
上
荻
３
們　

們
５
杉

２９

並
会
館
三
階
緯
３
３
９
６
倆
１
５
１

０
／
月
曜
日
〈
祝
日
の
場
合
は
そ
の

翌
日
〉
休
館
） 
 

http
://w

w
w

.sam
.or.jp

/

捌
子
ど
も
博
物
館
教
室 

七
夕
馬
を
作
ろ
う

　

イ
ネ
科
の
多
年
草
で
あ
る
マ
コ

モ
、チ
ガ
ヤ
ま
た
は
ワ
ラ
を
使
っ
て
、

七
夕
の
笹
か
ざ
り
の
下
に
置
く
、
雌

雄
対
の
馬
を
作
り
ま
す
。
作
り
方
に

む
ず
か
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
小
学
生
は
保
護
者
と
一
緒
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
 

７
月
１
日
臥
午
前　

時
～
正
午

１０

 

郷
土
博
物
館
古
民
家
（
大
宮
１
們

　

們
８
） 

小
学
三
年
生
～
中
学
生

２０（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
） 

二
〇

名 

無
料
（
た
だ
し
保
護
者
は
観
覧

料
と
し
て
一
〇
〇
円
） 

・ 

６
月

　

日
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
、
郷
土

１３

対

定

費

申

他

時

内

師

費

申

場

問

他
HP

時
場

対

定

費

申

問

博
物
館
緯
３
３
１
７
倆
０
８
４
１
へ

（
先
着
順
）

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

①
裂
き
織
り
入
門

　

古
い
布
を
裂
い
て
、
簡
易
織
り
機

と
足
踏
み
織
り
機
を
使
い
コ
ー
ス
タ

ー
を
作
り
ま
す
。

　
 

６
月　

日
俄
・　

日
峨
午
前　

２６

２７

１０

時　

分
～
午
後
０
時　

分
、
午
後
１

３０

３０

時　

分
～
３
時　

分 

各
回
五
名

３０

３０

（
抽
選
） 

三
〇
〇
円

②
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

リ
サ
イ
ク

in

ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

　
 

７
月
１
日
臥
・
２
日
蚊
午
前　
１０

時
～
午
後
２
時 

募
集
区
画
＝
各
日

共
一
四
区
画
（
抽
選
） 

区
内
在
住
・

在
勤
の
方
（
業
者
出
店
は
不
可
） 

一
〇
〇
〇
円 

車
で
の
搬
出
入
・
来

場
は
で
き
ま
せ
ん☆

　
 

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
に
参

加
希
望
日
と
臼
は
希
望
時
間
も
書
い

て
、
６
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
リ

１９

サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
（
〒　

倆
１６８

０
０
７
２
高
井
戸
東
３
們
７
們
４
）

へ 

同
ひ
ろ
ば
緯
３
３
３
１
倆
４
３

６
０
（
水
・
木
曜
日
休
館
）

 
叱 
り
す
ぎ
る
親
・
叱
る
こ
と

し
かが

で
き
な
い
親

　

子
育
て
は
ど
ん
な
親
に
と
っ
て
も

難
し
い
も
の
で
す
。
思
い
通
り
に
な

ら
な
い
子
育
て
に
疲
れ
た
り
焦
っ
た

り
し
て
い
る
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
、

「
今
親
に
で
き
る
こ
と
」
を
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

６
月　

日
牙
午
前　

時
～
正
午

２２

１０

 

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３
們

２
們　

） 

東
京
学
芸
大
学
助
教
授
・

１９

大
河
原
美
以 

区
内
在
住
の
保
護
者

 

八
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

子
育
て
支
援
課

子
ど
も
家
庭
支
援
係
緯
５
９
２
９
倆

１
９
０
２ 

託
児
あ
り
（
一
〇
名
）。

時

定

費

時

内

対

費

他

場

申

問時
場

師

対

定

費

申

問

他

〈風連町・吾妻町子ども交流会〉
参加費親子説明会対象（定員）場所と内容日程交流会名

２万
５０００円

７月２日蚊
午前１０時～

正午

区内在住の小学４～
６年生で両日程と説
明会に本人が参加で
きる方（２５名）

北海道風連町と周辺地域で
自然を活かしたプログラム

７月２８日画
～３１日俄杉並・風連

子ども交流
会 児童青少年センターと都内

での見学や交流プログラム
８月５日臥
～８日峨

５０００円
７月９日蚊
午前１０時～

正午

区内在住の小学４～
６年生で全日程と説
明会に本人が参加で
きる方（３０名）

吾妻町と周辺地域でハイキ
ング、農業体験、交流プロ
グラムなど

８月１８日画
～２０日蚊

杉並・吾妻
子ども交流
会

※風連町、吾妻町は、１８年３月に合併し、それぞれ名寄市、東吾妻町に自治体名が変更になりました。

希
望
者
は
電
話
で
６
月　

日
峨
午
前

１３

９
時
～
午
後
５
時
ま
で
に
同
係
へ

（
抽
選
）

捌
K
I
K
I
と
の
共
同
企
画 

長
所
っ
て
ど
う
や
っ
た
ら 

伸
ば
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の

　
 

６
月　

日
俄
午
前　

時　

分
～

１９

１０

３０

正
午 

高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高

井
戸
東
３
們　

們
３
） 

心
理
相
談

２０

員
・
鈴
木
宏
子 

１
～
３
歳
の
子
ど

も
の
保
護
者 

二
〇
名 

無
料 

・

 

電
話
で
、
高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー

緯
３
３
３
４
倆
４
３
０
４
へ
（
先
着

順
） 時

場

師

対
定

費

申

問

新
米
パ
パ
マ
マ
へ 

們
小
児
科
医
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

赤
ち
ゃ
ん
に
多
い
病
気
と
そ
の
手

当
て
、急
病
時
の
適
切
な
対
処
方
法
、

小
児
科
か
か
り
つ
け
医
を
も
つ
こ
と

の
重
要
性
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。

　
 

７
月　

日
俄
午
後
１
時　

分
～

１０

３０

３
時 

高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高

円
寺
南
３
們　

們　

） 

継
医
院
・

２４

１５

継
仁 

乳
児
（
第
一
子
）
の
保
護
者

 

二
五
組 

無
料 

・ 

電
話
で
、

高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
緯
３
３
１
１

倆
０
１
１
６
へ
（
先
着
順
）

時
場

師

対

定

費

申

問

　

２
０
０
５
年
、
知
床
が
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
、
日
本
の
世
界
遺

産
は
一
三
を
数
え
ま
す
。

　

世
界
遺
産
に
つ
い
て
も
っ
と
知

り
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　
 

７
月　

日
臥
午
後
１
時　

分

１５

３０

～
４
時　

分 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻

３０

窪
第
一
～
三
教
室
（
荻
窪
５
們　
１５

們　

） 

左
表
の
と
お
り 

六
〇

１３
名
（
抽
選
） 

無
料 
・ 

電
話
、

時

場

内

定

費

申

問

フ
ァ
ク
ス
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
（
記
入
例
参
照
）
で
、
６
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
社
会
教
育

３０セ
ン
タ
ー
（
〒　

倆
０
０
１
１
梅

１６６

里
１
們　

們　

緯
３
３
１
７
倆
６

２２

３２

６
２
１
胃
３
３
１
７
倆
６
６
２
０

死sh
a
kyo
-c
@
c
ity.su

g
in
a

m
i.lg
.jp

）
へ 

当
選
者
に
は
、

７
月
７
日
ま
で
に
連
絡
し
ま
す

他

〈「ユネスコ運動の日」講演会〉
内容（講師）時間

「世界遺産について」
世界遺産に関するクイズ
（杉並ユネスコ協会青年
部）
世界遺産について（日本
ユネスコ協会連盟・岩本
由美子）

第１部
午後１時３０分

～３時

「鳥取の文化・教養塾」
三徳山の魅力～現在最古
の山岳仏教遺宝（富山大
学芸術文化学部教授・松
浦正昭）、三徳山～今年は
開山１３００年（三朝町関係
者）

第２部
午後３時

～４時３０分

※国宝・三徳山投入堂のある鳥取県三朝町と区
は、温泉を通した交流や児童の交流をすすめて
います。

「
ユ
ネ
ス
コ
運
動
の
日
」講
演
会 

世
界
遺
産
の
こ
と
を
知
ろ
う

世
界
遺
産
の
こ
と
を
知
ろ
う
外外

身
近
な
宝
物
を
知
ろ
う

身
近
な
宝
物
を
知
ろ
う
外外
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す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館

①
す
ぎ
な
み
の
息
づ
く
緑
で
草
木
染

め
們
身
近
な
自
然
で
草
木
染
め
を

体
験

　
 

７
月
１
日
臥
午
後
１
時
～
４
時

　

分 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・
第
一

３０～
三
教
室 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

 

一
八
名
（
抽
選
） 

一
〇
〇
〇
円

（
シ
ル
ク
ス
カ
ー
フ
代
）

②
ど
う
や
っ
て
防
ぐ
の
？
わ
が
街
の

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
們
東
京
都
と

杉
並
区
に
お
け
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
対
策
と
区
民
の
役
割

　
 

７
月
１
日
臥
午
後
２
時
～
４
時

 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・
環
境
学
習

室 

東
京
都
環
境
局
都
市
計
画
調
整

課
係
長
・
小
泉
裕
靖
ほ
か 

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

三
〇
名 

無
料

③
リ
サ
イ
ク
ル
講
習
会
〜
あ
っ
た
ら

い
い
な
こ
ん
な
も
の
們
こ
れ
は
便

利
！
汗
取
り
タ
オ
ル
と
小
物
た
ち

　
 

７
月
５
日
我
午
後
１
時
～
３
時

　

分 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・
第
一
・

３０二
教
室 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方 

一
六
名
（
抽
選
） 

一
五
〇
円
（
材

料
実
費
）

☆

　
 
・ 

臼
嘘
は
往
復
ハ
ガ
キ（
８
面

記
入
例
参
照
）で
、６
月　

日（
必
着
）

２１

ま
で
に
、渦
は
電
話
で
、す
ぎ
な
み
環

境
情
報
館（
〒　
倆
０
０
５
１
荻
窪
５

１６７

們　

們　

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
内
緯

１５

１３

３
３
９
８
倆
３
１
９
１
）へ

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

区
内
農
家
を
支
援
す
る
農
業
ボ
ラ

時
場

対

定

費

時
場

師

対
定

費

時
場

対

定

費

申

問

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
た
め

に
は
、
苛
東
京
都
農
林
水
産
振
興
財

団
が
行
う
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
を
受
講
し
、
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
 

７
月　

日
牙
・
９
月
６
日
我
・

１３

　

月
７
日
牙
午
後
１
時　

分
～
（
こ

１２

３０

の
間
、
一
定
期
間
の
農
家
実
習
が
あ

り
ま
す
） 

区
内
在
住
（
住
民
登
録

者
）・
在
勤
・
在
学
の
お
お
む
ね　

歳
２０

以
上
で
杉
並
の
農
業
・
農
耕
作
に
つ

い
て
関
心
と
意
欲
が
あ
る
方 

野
菜

コ
ー
ス
一
〇
名
、 花  
卉 
コ
ー
ス
二
名
、

か 

き

植
木
コ
ー
ス
二
名
（
抽
選
） 

無
料

 

ハ
ガ
キ
（
８
面
記
入
例
参
照
）
に

性
別
も
書
い
て
、
６
月　

日
（
必
着
）

２３

ま
で
に
生
活
経
済
課
都
市
農
業
係
へ

 

同
係 

臼
受
講
者
は
区
費
負
担
に

よ
る
傷
害
保
険
に
加
入
し
ま
す
渦
場

所
や
講
師
な
ど
の
詳
細
は
受
講
生
決

定
後
、
各
個
人
に
連
絡
し
ま
す

家
族
介
護
教
室

◇
お
い
し
く
食
べ
て
お
元
気
に

　

夏
場
の
食
事
管
理
と
食
欲
不
振
時

の
対
応
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
 

６
月　

日
画
午
後
２
時
～
３
時

２３

　

分 

上
井
草
ふ
れ
あ
い
の
家
（
上

３０井
草
３
們　

們　

） 

特
別
養
護
老

３３

１０

人
ホ
ー
ム
上
井
草
園
管
理
栄
養
士
・

高
澤
弘
美 

在
宅
で
介
護
を
し
て
い

る
方 

二
〇
名 

無
料 

・ 

電
話

で
、
上
井
草
ふ
れ
あ
い
の
家
緯
３
３

９
４
倆
９
８
３
１
へ

◇
介
護
予
防
に
つ
い
て

　
 

６
月　

日
臥
午
後
１
時　

分
～

２４

３０

３
時 

和
田
ふ
れ
あ
い
の
家
（
和
田

３
們　

們
４
） 

４
月
か
ら
の
法
改

５２

正
で
の
予
防
給
付
や
介
護
予
防
に
つ

い
て 

ケ
ア　

上
井
草
職
員 

区
内

２４

在
住
の
方 

二
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
和
田
ふ
れ
あ
い
の
家
緯
３

３
１
２
倆
９
５
５
６
へ

◇
心
と
体
の
健
康

時

対

定費

申問

他

時
場

師

対

定

費

申

問

時
場

内

師

対

定

費

申

問

　
 

６
月　

日
臥
午
後
３
時　

分
～

２４

３０

５
時 

ふ
れ
あ
い
の
家
し
も
い
ぐ
さ

正
吉
苑
（
下
井
草
４
們　

們
４
） 

２２

老
年
期
の
生
き
が
い
と
健
康
に
つ
い

て
理
解
す
る 

準福
 

正
吉
福
祉
会
職
員

 

区
内
在
住
の
方 

二
〇
名 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
ふ
れ
あ
い
の
家
し

も
い
ぐ
さ
正
吉
苑
緯
３
３
９
０
倆
８

０
７
４
へ

認
知
症
緩
和
ケ
ア
と
は
？
們

福
祉
先
進
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
学
ぶ

　

認
知
症
に
関
す
る
基
本
的
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
暮
ら
し
の
中
で

の
事
例
な
ど
か
ら
、
緩
和
ケ
ア
理
念

に
基
づ
く
認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

　
 

６
月　

日
我
午
後
２
時
～ 

あ

１４

ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・
第
一
～
三
教
室

（
荻
窪
５
們　

們　

） 

日
本
ス
ウ
ェ

１５

１３

ー
デ
ン
福
祉
研
究
所
・
大
滝
昌
之 

五
〇
名（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

介
護
予
防
課
管
理
係

捌
高
齢
者
健
康
づ
く
り
教
室 

輝
け
！
熟
年　

い
き
い
き
と

若
さ
を
た
も
つ
た
め
に

　
 
・ 

臼
６
月　

日
俄
＝
講
演「
若

２６

さ
を
保
つ
秘
け
つ
」
渦　

日
牙
＝
講

２９

義
・
実
技
「
元
気
な
口
も
と
で
は
つ

ら
つ
生
活
」
嘘
７
月
３
日
俄
＝
実
技

指
導
「
家
庭
で
で
き
る
筋
力
維
持
体

操
」
唄
５
日
我
＝
講
義
「
若
さ
を
保

つ
食
事
と
は
」
／
い
ず
れ
も
午
後
１

時　

分
～
３
時　

分 

臼
渦
嘘
和
泉

３０

３０

保
健
セ
ン
タ
ー（
和
泉
４
們　

們
６
）

５０

唄
方
南
会
館
（
和
泉
４
們　

們
５
）

４２

 

臼
東
京
都
老
人
総
合
研
究
所
医

師
・
新
開
省
二
嘘
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
リ
ー
ダ
ー
・
手
塚
位
子 

区
内
在

住
で　

歳
以
上
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

６５

ス
を
利
用
し
て
い
な
い
方 

三
〇
名

 

無
料 

・ 

電
話
で
、
和
泉
保
健

セ
ン
タ
ー
緯
３
３
１
３
倆
９
３
３
１

へ
（
先
着
順
） 

車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

時
場

内

師

対

定

費

申

問
時

場

師

定

費

申

問

時

内

場

師

対定

費

申

問
他

　

歳
か
ら　

歳
代
男
性
の
た

５０

７０

め
の
健
康
講
座

　

男
性
の
皆
さ
ん
が
地
域
で
い
き
い

き
と
暮
し
て
い
く
た
め
に
、
健
康
に

関
す
る
技
術
を
磨
き
、
あ
な
た
の
知

識
と
経
験
を
十
分
に
発
揮
し
て
地
域

で
楽
し
く
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　
 

・ 

臼
７
月　

日
峨
＝
若
さ
を

１１

保
つ
生
活
の
コ
ツ
・
健
康
長
寿
と
生

活
習
慣
病
の
関
連
・
健
康
寿
命
と
食

生
活
の
関
連
～
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

見
直
し
を
し
て
み
よ
う
「
自
分
流
の

生
き
方
発
見
」
②　

日
峨
＝
男
性
の

１８

自
立
は
食
の
自
立
か
ら
～
健
康
の
原

点
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
は
、

生
活
習
慣
の
大
切
さ
に
つ
い
て
③　
２５

日
峨
＝
男
性
の
自
立
は
食
の
自
立
か

ら
～
健
康
を
保
つ
食
事
づ
く
り
・
お

袋
の
味
に
挑
戦
（
調
理
実
習
）
／
い

ず
れ
も
午
前　

時
～
正
午
、　

日
の

１０

２５

み
午
前　

時
～
午
後
１
時 

臼
渦
和

１０

泉
保
健
セ
ン
タ
ー
嘘
永
福
和
泉
地
域

区
民
セ
ン
タ
ー（
和
泉
３
們
８
們　

）
１８

 

臼
前
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
教

授
・
落
合
敏
嘘
Ｎ
Ｐ
Ｏ
健
康
食
生
活

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
代
表
・
江
頭
紀
行

子 

区
内
在
住
・
在
勤
の　

歳
～　

５０

７０

歳
代
の
男
性
で
原
則
全
日
参
加
で
き

る
方 

二
五
名
（
抽
選
） 

五
〇
〇

円
（
食
材
料
費
） 

ハ
ガ
キ
（
８
面

記
入
例
参
照
）
で
、
７
月
１
日
（
必

着
）ま
で
に
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー（
〒

　

倆
０
０
６
３
和
泉
４
們　

們
６
）

１６８

５０

へ 

同
セ
ン
タ
ー
緯
３
３
１
３
倆
９

３
３
１ 

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い

障
害
者
の
た
め
の
わ
い
わ
い

ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

障
害
の
程
度
が
重
い
方
の
た
め
の

楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
教
室
で
す
。

　
 

７
月　

日
臥
午
前
９
時　

分
～

１５

４５

時

内

場

師
対

定

費

申

問

他

時

　

時　

分 

荻
窪
ユ
ア
ボ
ウ
ル
（
上

１１

４５

荻
１
們　

們　

） 

区
内
在
住
・
在

１６

１６

勤
・
在
学
の　

歳
以
上
で
障
害
の
程

１５

度
が
重
い
方 

四
〇
名
（
抽
選
） 

六
〇
〇
円
（
荻
窪
ユ
ア
ボ
ウ
ル
利
用

料
） 

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
（
区

役
所
東
棟
六
階
）、
福
祉
事
務
所
、
区

体
育
施
設
に
あ
る
申
込
書
を
６
月　
２０

日（
必
着
）ま
で
に
社
会
教
育
ス
ポ
ー

ツ
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参 

同
課 

臼
一
般
の
交
通
機
関
の
利
用
が
困
難

な
方
は
、
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
の
送
迎

が
利
用
で
き
ま
す
渦
当
日
参
加
者
と

一
緒
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す

捌
区
民
体
育
祭
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会 

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
交
流
大
会

　
 

７
月　

日
蚊
午
前
９
時
～
午
後

３０

５
時 

荻
窪
体
育
館
（
荻
窪
３
們　
４７

們
２
） 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
中
学
生
以
上
の
方 

一
二
〇
名 

五
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
８
面
記

入
例
参
照
）
に
生
年
月
日
と
「
ハ
ッ

ス
ル
」（
競
技
重
視
）
か
「
和
気
あ
い

あ
い
」（
交
流
中
心
）
の
い
ず
れ
か
も

書
い
て
、
７
月
８
日
（
必
着
）
ま
で

に
区
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
事
務
局
・

武
石
記
代
子
（
〒　

倆
０
０
３
４
桃

１６７

井
４
們
６
們　

）
へ
（
先
着
順
） 

１４

同
協
会
・
武
石
緯
３
３
９
９
倆
５
８

７
９
（
午
後
６
時
～
９
時
） 

①
運

動
の
で
き
る
服
装
で
体
育
館
履
き
と

昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
②
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス

　

鈴
の
入
っ
た
ピ
ン
ポ
ン
玉
を
、
音

を
頼
り
に
打
ち
合
う
競
技
で
す
。

　
 

６
月　

日
蚊
午
前
９
時
～
午
後

２５

１
時 

荻
窪
体
育
館
（
荻
窪
３
們　
４７

們
２
） 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
視
覚
障
害
者 

二
〇
名 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

荻
窪
体
育
館

緯
３
２
２
０
倆
３
３
８
１

場

対

定

費

申

問

他

時
場

対

定

費

申

問

他

時
場

対

定

費

申

問

科
学
館
の
催
し
・
講
座

◇
天
文
の
夕
べ　

観
望
会

　

木
星

　

木
星
に
は
六
三
個
の
衛
星
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
う
ち
の
四
個
は
ガ
リ
レ

オ
が
発
見
し
た
こ
と
か
ら
ガ
リ
レ
オ

衛
星
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
木
星
の

東
側
に
表
面
の
下
に
海
を
持
つ
第
二

衛
星
エ
ウ
ロ
パ
が
見
え
、
西
側
に
は

内
側
か
ら
火
山
活
動
を
し
て
い
る
イ

オ
、
そ
し
て
厚
い
氷
と
ク
レ
ー
タ
ー

に
覆
わ
れ
た
ガ
ニ
メ
デ
、
カ
リ
ス
ト

が
見
え
ま
す
。

　
 

７
月
１
日
臥
午
後
７
時
～
９
時

 

科
学
館
（
清
水
３
們
３
們　

） 
１３

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
小
学
四

年
生
以
上
の
方
（
小
・
中
学
生
は
保

護
者
同
伴
） 

無
料 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
、

時
場

対

費

申

他

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
「
天
文
の
話
」

を
し
ま
す

◇
夏
休
み
ク
ラ
ブ

　

①
小
学
校
科
学
教
室

　

②
中
学
校
科
学
教
室

　
 

・ 

左
表
の
と
お
り 

科
学
館

 

区
内
在
住
・
在
学
で
臼
は
国
立
・

私
立
小
学
六
年
生
、
渦
は
国
立
・
私

立
中
学
生 

各
四
〇
名
（
中
学
生
の

化
学
、
地
質
、
天
文
・
気
象
は
各
三

〇
名
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
８

面
記
入
例
参
照
）
に
第
一
・
二
希
望

（
前
半
・
後
半
と
も
）
も
書
い
て
、

６
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
科
学
館

２６

（
〒　

倆
０
０
３
３
清
水
３
們
３
們

１６７

　

）
へ 

区
立
小
・
中
学
生
の
方
は
、

１３学
校
を
通
じ
て
募
集
し
ま
す

☆

　
 

科
学
館
緯
３
３
９
６
倆
４
３
９

１
時

内

場

対

定
費

申

他

問

〈②中学校科学教室「夏休みクラブ」〉
内容月日クラブ名

香り工房７月２４日俄
化学

前　

半

炭つくり、炭実験　　２５日峨
火おこし実験　　２６日我
地層と地殻変動茨～
鰯（２５日峨は城ケ島
巡検）

７月２４日俄
地質 　　２５日峨

　　２６日我

金星の軌道茨芋
７月２４日俄

天文・
気象

　　２５日峨
天気図を書いてみよ
う　　２６日我

菌力茨芋
７月２７日牙

生物

後　

半

　　２８日画
納豆実験　　２９日臥
ミニ観覧車をつくろ
う７月２７日牙

物理 回転する物体の謎茨
芋（フーコーの振り
子、ジャイロ！）

　　２８日画

　　２９日臥
※時間は、いずれも午前９時～正午。ただし、地質
の７月２５日は午前７時３０分～午後６時３０分。

〈①小学校科学教室「夏休みクラブ」〉
内容月日クラブ名

指示薬作り７月３１日俄
化学

前　

半

ろうそくのひみつ８月１日峨
花火　　２日我
化石からのメッセージ
（貝化石・アンモナイ
ト・レプリカ）

７月３１日俄
地質 ８月１日峨

　　２日我
サイコロ型万華鏡をつ
くり、鏡の世界をのぞ
いてみよう

７月３１日俄
物理

電気ぶらんこ８月１日峨
上手に飛ばそう　　２日我

ミニチュアプラネタリ
ウムを作ろう茨～鰯

８月３日牙天文
憶

後　

半

　　４日画
　　５日臥

ミニチュアプラネタリ
ウムを作ろう茨～鰯

８月３日牙天文
臆

　　４日画
　　５日臥

海藻しらべ８月３日牙

生物 骨を学ぶ　　４日画
顕微鏡の世界（あなた
も顕微鏡名人に）　　５日臥

※時間は、いずれも午前９時３０分～１１時３０分。ただ
し、天文臆は午後２時～４時。
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　地域の集会施設運営協議会が企画した
催しと各種教室（左表）をお知らせします。
　申し込みは、催しは記事中の申込方法
で、各種教室は往復ハガキで、各締切日
（必着）までに該当の施設へ（抽選）。
　申込先住所と記載例は下表を参照。
　詳しい内容や託児の有無は、直接該当の
施設へお問い合わせください。

土
曜
日
の
音
楽
会

　

伝
統
的
な
ハ
ワ
イ
ア
ン
音
楽
と
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
ヒ
ッ
ト
ナ
ン
バ
ー

を
地
域
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
。
優
し
い
旋
律
に
耳
を
傾

け
、
安
ら
ぎ
の
時
間
を
過
ご
し
ま
せ

ん
か
。

　
 

７
月
８
日
土
午
後
６
時
〜
８
時

 

出
演
＝
ア
ロ
ハ
レ
イ
ン
ボ
ー
ズ
、

ス
イ
ン
グ
エ
ー
ス
ト
リ
オ
▽
曲
目
＝

「
ホ
ノ
ル
ル
今
日
は
」
ほ
か 

八
〇

名 

無
料 

当
日
、
直
接
同
集
会
所

へ
（
先
着
順
）

捌
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

「
タ
イ
ム
・
フ
ァ
イ
ブ
」

　

男
性
五
人
の
ジ
ャ
ズ
コ
ー
ラ
ス
と

時
内

定

費

申

ア
・
カ
ペ
ラ
の
快
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
 

７
月
１
日
土
午
後
３
時
〜
５
時

（
２
時　

分
開
場
） 

三
六
六
名 

３０

前
売
券
＝
一
〇
〇
〇
円
、
当
日
券
＝

一
二
〇
〇
円 

直
接
、
同
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
西
荻
南
区
民
集
会
所
へ
（
先

着
順
）

映
画
「
ト
ン
ト
ン
ギ
コ
ギ
コ

図
工
の
時
間
」
の
広
場

　

親
子
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
映

画
と
野
中
真
理
子
監
督
の
ミ
ニ
講
演

会
と
「
く
ぎ
人
間
」
を
作
る
く
ぎ
打

ち
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
ま

す
。 時

定

費

申

　
 

７
月
８
日
土
１
午
前　

時
〜
、

１０

２
午
後
１
時
〜
（
各　

分
前
開
場
）

３０

 

各
回
三
六
六
名
（
先
着
順
。
幼
児

同
伴
で
入
場
可
） 

無
料 

当
日
、

同
セ
ン
タ
ー
へ

あ
け
ぼ
の
作
業
所
と
の
交
流
会

　

ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル
で
音
楽
を
と
お

し
て
福
祉
作
業
所
の
方
た
ち
と
交
流

し
ま
す
。

　
 

７
月　

日
金
午
前　

時
〜　

時

１４

１０

１１

　

分 

瀧
本
季
典
（
ド
ラ
ム
指
導
）

３０
 

二
〇
名 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ

（
左
下
記
入
例
参
照
）
で
、
６
月　
２９

日
（
必
着
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

「
お
〜
い
あ
そ
ぼ
う
よ
！
」

初
夏
の
集
会
所
ま
つ
り

　

子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
る
催
し

が
い
っ
ぱ
い
。
西
荻
南
児
童
館
と
の

共
催
で
す
。

　
 

６
月　

日
日
午
前　

時
〜
午
後

２５

１０

４
時 

つ
み
木
の
広
場
、
キ
ッ
ズ
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
保
育
園
・
幼
稚

園
児
の
作
品
展
、パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、

ヨ
ー
ヨ
ー
と
ポ
ッ
ピ
ン
グ
ダ
ン
ス
の

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ョ
ー
、
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
シ
ョ
ー
、

ネ
イ
ル
ア
ー
ト
、
点
字
名
刺
作
り
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
ほ
か
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
産
直
品
販
売
な
ど 

無
料 

当
日
、
直
接
同
集
会
所
へ 

西
荻
地

域
集
会
施
設
運
営
協
議
会
緯
３
３
０

１
倆
０
８
１
１

図
書
室
休
室
の
お
知
ら
せ

　

蔵
書
特
別
整
理
の
た
め
、
６
月　
２０

日
峨
〜　

日
画
は
お
休
み
し
ま
す
。

２３

本
の
返
却
は
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
へ
お

願
い
し
ま
す
。

　
 

高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
緯

３
３
３
１
倆
７
８
４
１

時
定

費

申

時
師

定

費

申

時
内

費

申

問

問

〈６～８月の各種教室〉
申込締切費用開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）

捌永福和泉地域区民センター（〒１６８‐００６３　和泉３‐８‐１８）

６月２４日２０００円
（材料費）

７月４日峨・１１日峨午後１
時３０分～３時３０分（計２回）

コサージュを作りましょう～レースやリボンなどでおしゃ
れな夏向きのコサージュを３種類作ります／大熊峰子（２４）

６月２９日１００円７月１３日牙・２０日牙午後１
時３０分～３時３０分（計２回）

ゆかたの着付け～手軽にいつでもきれいに着られるよう、
覚えてみませんか。夏祭りや花火見物に間に合います／日
本文化きもの学院講師・赤平幸枝  　　　　　　　　（２０）

７月１５日８００円
（材料費）

７月２５日峨、８月１日峨午
後２時～４時（計２回）

おり紙教室～立体的な創作おり紙を体験してみませんか。
人形やデコレーションケーキがパーツを組み立てるだけで
仕上がります／笹原英代　　　　　　　　　　　　　（２５）
捌高円寺地域区民センター（〒１６６‐００１１　梅里１‐２２‐３２）

６月２６日
３００円
（保険料 
含む）

７月７日画・１４日画・２１日
画

午前１０時～正午

やさしいヨーガ～体の歪みを整え、自立神経を安定させま
す。内臓を丈夫にし、引き締まったしなやかな体を作りま
す／松島玲子　　　　　（区内在住・在勤・在学の方・３０）

７月３日無料
７月２２日臥・２９日臥、８月
５日臥（計３回）

午前１０時～正午

子ども英語教室～英語で楽しく遊ぼう／伊藤真理子
　　　　　　　　　　　　　　（区内在住の小学生・ ２０） 

捌阿佐谷地域区民センター（〒１６６‐０００４　阿佐谷南１‐４７‐１７）

――無料６月１７日臥
午後２時～３時

土ようえほんとおはなしの会～手あそびもあります／三つ
のりんご

――無料７月２日蚊
午後２時～４時

土ようえほんとおはなしの会～たなばたスペシャル／三つ
のりんご、こうばこの会、ORCAわーるど、ご本・お話だ
いすき会 　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　（９０）

６月２０日１００円
（資料代）

７月５日我・１２日我・２６日
我午後１時３０分～３時３０分
（計３回）

日本・中国・世界の経済～これだけは知っておきたい、マ
スコミが伝えないお話／林文隆

（３０）

７月１０日１００円
（材料費）

７月２３日蚊・３０日蚊午後１
時３０分～３時３０分（計２回）

父と子・折り紙で遊ぼう～よく飛ぶひこうき、めずらしい
折り紙を作りながら、父と子のコミュニケーション・アッ
プ／藤井迪昭　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０組）
捌荻窪地域区民センター（〒１６７‐００５１　荻窪２‐３４‐２０）

６月１９日２００円
７月７日画・１４日画・２１日
画午後１時３０分～３時３０分
（計３回）

「川柳入門」川柳でクールにフィーバー２００６～川柳の中の
カタカナ語でその時代の流行語を思い出して、楽しみまし
ょう／市川一※会場＝荻窪会議室（南荻窪２‐２８‐１３）（３０）
捌西荻地域区民センター（〒１６７‐００３４　桃井４‐３‐２）

６月２５日無料７月６日牙・２０日牙
午後２時～４時（計２回）

家庭でできるマッサージ～２人１組で肩こり・腰痛などの
マッサージのコツを学びましょう／大木泰子

（２人１組で申し込み・１０組）
捌井草地域区民センター（〒１６７‐００２２　下井草５‐７‐２２）

６月１９日２００円
７月３日俄・１０日俄・１７日
華・２４日俄午後１時３０分～
３時３０分（計４回）

シニアのためのエアロビック～軽快な音楽のリズムに乗っ
て、無理せず気軽に汗をかきながら健康な体に。さあ、皆
さんで楽しみましょう／小川マリ子　（６０歳以上の方・２５）

６月２０日２００円
７月４日峨・１１日峨・１８日
峨・２５日峨午後６時３０分～
８時３０分（計４回）

「日本の名作を朗読する」入門編～最も大切な発声の技法
と、口をきれいに動かすための訓練を取り入れ、難しい文
学作品が読みやすくなる術を伝授します／長谷川葉月（１５）

――無料※
６月２４日臥、７月８日臥
受付=午後１時３０分～２時
３０分

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します（原則１
人１点、先着順）／安井昌徳ほか

６月１９日
１００円
（保険料
含む）

６月２５日蚊
午前１０時～午後１時

トレーニング機器講習会～トレーニング室を利用するため
の事前講習会（写真３唖×２．５唖１枚持参）／大江喜和子　

（１５歳以上で、中学校を卒業している方・１０）

――１００円
（使用料）

６月２５日蚊
午後２時～４時

トレーニング相談～当日は、トレーナーが指導および相談
に応じます　   ／大江喜和子     （講習会を終了している方）

捌高井戸地域区民センター（〒１６８‐００７２　高井戸東３‐７‐５）

６月１６日１００円
７月７日画・１４日画・２１日
画・２８日画
午前１０時～正午（計４回）

「平家物語」～物語に描かれた表と裏／貝瀬弘子　　  (４０)

７月７日
１２０円
（保険料
含む）

７月１６日蚊
午前１０時～午後１時

７月トレーニング機器講習会～トレーニング室を利用する
ための事前講習会（写真３唖×２．５唖１枚持参）／宮田秀幸

（１５歳以上で、中学校を卒業している方・１０）

――１００円
（使用料）

７月１６日蚊
午後２時～４時

７月トレーニング相談～当日は、トレーナーが指導および
相談に応じます ／宮田秀幸　   （講習会を終了している方）

――無料７月１日臥
午後２時～３時

おはなしひろば七夕スペシャル～七夕飾りを作ろう／ムー
ミン母親クラブ　　　　　（幼児は保護者の付き添い必要）

――無料７月６日牙・１３日牙
午後３時３０分～４時

おはなしひろば～絵本の読み聞かせ、手遊びなど／ポエム、
上高えほんのひろばグループ、ジルベルトの会

（幼児は保護者の付き添い必要）

――無料７月８日臥
午前１１時～１１時３０分

おはなしひろば～英語で読み聞かせ、手遊び／ハイジの部
屋、メリーゴーラウンド     （幼児は保護者の付き添い必要）
※は実費がかかる場合があります

【往復ハガキ記入例】〈１人１枚〉
１行事名２住所３氏名（フリガナ）
４年齢５電話番号６返信用の宛先を
記入。託児のある行事は子どもの氏
名・年齢も書いてください。

永福和泉地域区民センター緯５３００－９４１１
〒１６８－００６３　和泉３－８－１８蒋第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所緯３３２２－４２２５
〒１６８－００６２　方南１－２７－８蒋第１・第３水曜日

下高井戸区民集会所緯５３７４－６１９２
〒１６８－００７３　下高井戸３－２６－１蒋第３水曜日

高円寺地域区民センター（セシオン杉並）
緯３３１７－６６１１
〒１６６－００１１　梅里１－２２－３２蒋第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

和田区民集会所緯５３４０－６２７２
〒１６６－００１２　和田２－３１－２１蒋第１・第３月曜日

西荻南区民集会所緯３３３５－５４４４
〒１６７－００５３西荻南３－５－２３蒋第２月曜日
井草地域区民センター緯３３０１－７７２０
〒１６７－００２２　下井草５－７－２２蒋第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所緯３３９５－５０８５
〒１６７－００２３　上井草２－２８－１３蒋第２・第４火曜日

八成区民集会所緯３３９４－０９８９
〒１６７－００２１　井草１－３－２蒋第２水曜日

高井戸地域区民センター緯３３３１－７８４１
〒１６８－００７２　高井戸東３－７－５蒋第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所緯３３２９－０６０５
〒１６８－００７４　上高井戸１－１５－５蒋第２・第４月曜日

高円寺北区民集会所緯３３３０－７２５５
〒１６６－０００２　高円寺北３－２５－９蒋第２・第４月曜日

阿佐谷地域区民センター緯３３１４－７２１１
〒１６６－０００４　阿佐谷南１－４７－１７蒋第２・第４火曜日、第３水曜日

梅里区民集会所緯３３１７－３３１０
〒１６６－００１１　梅里２－３４－２０蒋第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター緯３３９８－９１２５
〒１６７－００５１　荻窪２－３４－２０蒋第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所緯５３１０－４６３３
〒１６７－００３１本天沼２－１２－１０蒋第１・第３月曜日
西荻地域区民センター緯３３０１－０８１１
〒１６７－００３４桃井４－３－２蒋第２・第４水曜日、１１日
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★雲井雅人＆小松勉デュオリサイタル　サクソフォー
ンの魅力〜クラシックから映画音楽まで
　 ７月２２日臥午後４時開演（３時開場） セシオン
杉並（梅里１崖２２崖３２） 出演＝雲井雅人（サクソフ
ォーン）、小松勉（ピアノ）渇曲目＝シューベルト「ア
ルペジョーネ・ソナタ イ短調」、映画音楽「ニュー・シ
ネマ・パラダイス」ほか ５７８名（全席自由） ３５００
円 ・ 電話で、福祉音楽協会事務局緯３３３５崖８６２９へ
◇区民を無料招待（ペア券１００組２００名・１人券７０名）
　 往復ハガキ（８面記入例参照）に希望券種も書い
て、６月３０日（必着）までに社会教育センター（〒１６６
崖００１１梅里１−２２−３２）へ 同センター緯３３１７崖６６２１
★朗読コンサート〜言葉と音楽のアンサンブル
　 ７月１４日画午後７時～９時 三鷹市芸術文化セ
ンター・星のホール（三鷹市上連雀６崖１２崖１４） 朗
読と音楽の部＝工藤直子「てつがくのライオン」、中国
民話「チワンの綿」ほか渇演奏の部＝二胡、フルート
とギター ２５０名 ２８００円（小学生以下１０００円） ・
 電話またはファクス（８面記入例参照）で、橋本ス
タジオ緯・胃３３３５崖１７２７へ 託児あり（要予約）
◇区民１０名を無料招待
　 ハガキ（８面記入例参照）で、橋本スタジオ（〒
１６７崖００５４松庵１崖１７崖２７）へ（先着順）
★残したい風景　杉並２００６展
　「東京を描く市民の会」が描いた、阿佐谷と久我山
の美しい風景をお楽しみください。
　 ６月１８日蚊～２４日臥午前１１時～午後６時（１８日は
午後１時から。２４日は午後５時まで） ギャラリー
「アート久我山」（久我山５崖２２崖５緯３３３１崖９４００） 
無料 当日、直接会場へ 東京を描く市民の会・高岡
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緯０９０崖４７０２崖６６０８
★百人一首かるた競技杉並大会
　 ７月９日蚊午前１０時～午後６時 荻窪体育館（荻
窪３崖４７崖２） 臼競技かるた（個人戦）渦源平戦（団
体戦） 区内在住・在勤・在学の初心者 ２００名 ５００円
（高校生以下３００円） ・ 電話またはファクスに住
所・氏名・電話番号・参加種別、学生は学校名・学年も書
いて、７月１日までに杉並かるた会事務局・横矢緯・胃
６７６８崖２０２７へ 軽装で昼食をお持ちください
★杉並写水会　写真展
　写真愛好家、初心者を対象にワンポイントアドバイ
ス教室も開催します。
　 展示＝６月２３日画～２９日牙午前１０時～午後６時渇
教室＝２４日臥午後２時～３時３０分 セシオン杉並（梅
里１崖２２崖３２） 全日本写真連盟総本部顧問・日橋義
雄 無料 当日、直接会場へ 杉並写水会・新井緯
３３２８崖７０００
★全建総連杉並建築協議会・住宅デー
　地元の職人の皆さんが技術をいかして開催します。
　 ６月２５日蚊午前１０時～午後３時（受付は２時まで）
 松ノ木公園（松ノ木２崖２０崖５）、サミット成田東店
駐車場ほか６会場 無料住宅相談（リフォーム、耐震
相談・補強、バリアフリー住宅など）、包丁研ぎ、まな
板削りほか 当日、直接会場へ 東京土建杉並支部緯
３３１７崖０４５０
★ＮＰＯのマンション管理セミナー
　管理組合が損をしないため、住民の視点から考える、
やさしい基礎講座です。
　 ６月２４日臥午後１時１５分～５時 すぎなみＮＰ
Ｏ支援センター（阿佐谷南１崖４７崖１７・４階） 臼安
心・安全に暮らせるマンション渦最近のマンションで
発生している注意点 ３０名 無料 ・ 電話、ファ
クスまたはＥメール（８面記入例参照）で、ＮＰＯ法
人マンションオーナーズコミュニティー緯３２９２崖６４６４
胃３２９２崖６４６５死moc@npo-jp.netヘ（先着順）
★ＮＰＯ消費者住宅塾（杉並第２期）
　新築・リフォームに役立つ、いい家づくり講座です。
　 ６月２５日蚊午後１時３０分～５時 永福和泉地域
区民センター（和泉３崖８崖１８） 臼住まいのプラン
作り渦予算と資金計画嘘業者の選び方 一級建築士ほ
か ３０００円 ・ 電話またはファクス（８面記入例参
照）で、ＮＰＯ消費者住宅フォーラム・小野田緯３５５９
崖５８８５胃３３２４崖５０２０へ 講座終了後、無料住宅相談会
開催 http://npo-sjf.com
★郷土史講座「代官の仕事」
　 ６月１８日蚊午後１時３０分～４時 阿佐谷地域区
民センター（阿佐谷南１崖４７崖１７） 郷土史研究家・
真板道夫 ８０名 ５００円（杉並郷土史会会員３００円） 
当日、直接会場へ 杉並郷土史会・原田弘緯３３１２崖６６２３
★杉並ほっとコミュニケーション連続講座「戦争と歴
史認識」
　アジアの中の日本について、戦争をとらえ直す中で
考えていきませんか。
　 ７月１日臥午後１時４０分～４時５０分 高井戸地
域区民センター（高井戸東３崖７崖５） 明治大学文
学部教授・山田朗 区内在住・在学の方 ６０名 ６００
円（学生３００円） 往復ハガキまたはファクス（８面記
入例参照）で、６月２６日（必着）までに杉並歴史を語
りあう会・山本（〒１６８崖００７４上高井戸２崖４崖２４崖３０２
胃５９３２崖８６６５）へ（先着順） 同会・山本緯５９３２崖８６６５
★家庭学級「本が広げる親子の世界」
　中学生を本好きにしてしまう国語教育界の第一人者
の、大人のためのブックトーク（本の紹介）です。
　 ６月２３日画午後４時～６時（３時３０分から受付開
始） 大宮中学校視聴覚室（堀ノ内１崖１６崖３８） 中
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学校教諭・池田茂都枝 原則大人の方。自身が希望し
た場合はお子さんも可 ７０名 無料 当日、直接会場
へ 大宮中学校PTA・門田緯３３１３崖８５０７
★公開講座「子どもの心の居場所を考える」
　子どもや家族のカウンセリングに豊富な経験を持つ
講師による講演会です。
　 ６月２５日蚊午後２時～４時 あんさんぶる荻窪
第２会議室（荻窪５崖１５崖１３） 警視庁新宿少年セン
ター心理技術・佐藤裕美 ３０名 無料 当日、直接会
場へ ＮＰＯドリーマーズ緯・胃３３０１崖２４５０
★耳が遠くなったり聞こえなくなった方へ
　バスで山梨県の公園をめぐります。当会会員とのコ
ミュニケーションの実践を体験してみませんか。
　 ７月１６日蚊午前８時３０分～ 区内在住の中途失
聴・難聴者の方 １０名（抽選） ３３００円 往復ハガキ
またはファクス（８面記入例参照）で、７月１日（必
着）までに杉並区中途失聴・難聴者の会・池田奈津子
（〒１６６崖０００１阿佐谷北３崖４崖２７胃５３７３崖０６８２）へ 
同会・池田緯３３３８崖３３１５
★すぎなみ環境カエルくらぶ環境を語り合うサロン
　阿佐谷七夕まつりで、竹材の準備から使用後の処理
までの見事なリサイクルを実現し、１７年度すぎなみ環
境賞を受賞した講師と、身近な「環境」を考えます。
　 ６月２３日画午後７時～９時 ゆうゆう荻窪東館
（荻窪４崖２３崖１２） 阿佐谷パールセンター理事長・
小川勝久 ３０名 無料 ・ 電話、ファクスまたはE
メール（８面記入例参照）で、すぎなみ環境カエルく
らぶ・環境と自然を語る部会・塚田緯・胃３３９８崖８７３８
（ゆうゆう荻窪東館内）、死info@risa.or.jpへ（先着順）
★銭湯・あじさい祭り（ラベンダー湯）
　女性には各店先着３名に傘を差し上げます。
　 ６月１８日蚊開業から終業まで 区内各公衆浴場
 当日、直接各公衆浴場へ 都公衆浴場組合杉並支
部・石原緯３３３４崖８４０２（正午以降） 同組合ホームペー
ジ http://sentou.jp

★杉並清掃工場見学会（６月分）
　 ６月２４日臥午後１時３０分～３時 杉並清掃工場
（高井戸東３崖７崖６） ５０名 無料 ・ 電話で、
６月２２日までに東京二十三区清掃一部事務組合総務課
広報・人権係緯６２３８崖０６１５へ（先着順）
★リサイクル自転車販売（シルバー人材センター）
　 ６月１９日俄～２１日我の午前１１時～午後４時 リ
サイクル自転車作業所（永福２崖１崖１１緯３３２７崖２２８７） 
販売価格＝１台６５００円～１万円 当日、直接同作業所
へ（先着順） シルバー人材センター緯３３１７崖２２１７
★杉並区総合文化祭　俳句大会の作品募集
　１０月１５日蚊にセシオン杉並（梅里１崖２２崖３２）で開
催の総合文化祭で作品を発表しませんか。
　 題＝雑詠二句一組。未発表のものを一組ごとに２００
字詰め原稿用紙または便せん（いずれもＢ５判）に住
所・氏名・電話番号を明記（何組でも可）渇選者＝鈴
木鷹夫、神蔵器、渡辺恭子ほか １組１０００円（作品集
代を含む） 作品と費用（定額小為替）を７月３１日（消
印有効）までに区俳句連盟事務局（〒１６７崖００２２下井草３
崖３崖２６小張方）へ郵送 同連盟・小張緯３３９６崖５８５３
★マンション住まいの相談会
　大規模修繕、不具合点検、長期修繕計画、耐震診断
の進め方などのご相談をお受けします。
　 ６月３０日画午後１時３０分～４時 阿佐谷地域区
民センター（阿佐谷南１崖４７崖１７） １０名 無料 ・ 
電話、ファクスまたはＥメール（８面記入例参照）で、Ｎ
ＰＯ法人住環境ネット緯５３３６崖６６０４胃５３３６崖６６０９死info
@npo-jyukankyo.netへ

対
定 費 申

問

時 場
師

定 費 申
問

時 対
定 費 申

問

時 場
師

定 費 申 問

時 場
申 問

他
HP

時 場
定 費 申 問

時 場
内

申
問

内

費
申

問

時 場
定 費 申 問

その他

　

季
節
を
知
ら
せ
心
和
ま
せ
る
花

も
大
切
で
す
が
、
何
と
い
っ
て
も

「
笑
顔
の
花
」
が
一
番
で
す
。
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
楽
し
く
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

春
と
い
え
ば
、
進
学
や
就
職
な

ど
多
く
の
人
が
人
生
の
節
目
を
迎

え
る
季
節
で
す
。
わ
た
し
た
ち
の

町
会
の
中
で
も
、
近
く
に
大
学
な

ど
の
学
校
が
多
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
と
く
に
若
い
方
の
引
っ
越
し

が
非
常
に
多
く
な
る
の
が
こ
の
頃

で
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
の
中
で
人
と
人

の
関
係
に
亀
裂
を
つ
く
る
発
端
と

な
る
の
が
、
ご
み
出
し
マ
ナ
ー
の

問
題
で
す
。
地
域
に
よ
っ
て
、
ご

み
出
し
の
方
法
は
異
な
り
ま
す
。

新
し
く
引
っ
越
し
て
き
た
方
の
中

に
は
、
分
別
の
方
法
や
収
集
日
を

知
ら
な
い
た
め
、
ま
ち
に
「
ご
み

の
花
」
を
咲
か
せ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
問
題
を
解
決
す
る

た
め
、わ
た
し
た
ち
の
町
会
で
は
、

若
い
方
た
ち
が
住
む
ア
パ
ー
ト
の

大
家
さ
ん
や
管
理
会
社
を
巻
き
込

ん
だ
ご
み
出
し
の
徹
底
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
地
域
外
に
住
む
大

家
さ
ん
に
も
、
地
域
の
一
員
と
し

て
の
意
識
を
持
っ
て
も
ら
い
、
住

人
の
マ
ナ
ー
向
上
に
責
任
を
持
つ

よ
う
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
大
家

さ
ん
と
住
人
と
の
連
帯
責
任
を
求

め
た
わ
け
で
す
。
今
で
は
、
す
べ

て
の
大
家
さ
ん
か
ら
協
力
を
得
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
も

ご
み
出
し
が
で
き
な
い
方
も
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
場
合
に
は
、
大

家
さ
ん
と
住
人
が
協
力
し
、
当
番

を
決
め
る
な
ど
の
工
夫
で
問
題
の

解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
住
人
同

士
の
交
流
も
深
め
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
ま
ち

が
、
わ
た
し
た
ち
の
自
慢
で
す
。

そ
し
て
、「
笑
顔
の
花
」
咲
く
ま
ち

が
も
っ
と
広
が
っ
て
い
く
こ
と

が
、
わ
た
し
た
ち
の
願
い
で
す
。

国 民 年国　民　年　金金
「６５歳になられる方へ「６５歳になられる方へ」」

　老齢基礎年金の受給には、手続きが必
要です。受け付けは誕生日の前日からで
す。必要書類などについてはお問い合わ
せください。
　 加入したことのある年金が国民年
金だけで、１号被保険者期間のみの方＝
国保年金課国民年金係／国民年金の３
号被保険者期間のある方、厚生年金や共
済年金に加入したことのある方＝杉並
社会保険事務所（高円寺南２崖５４崖９緯
３３１２崖１５１１）
※１号被保険者→自営業、学生など／３
号被保険者→厚生年金・各種共済年金
加入者に扶養されている配偶者

問

区の後援・その他の
催し・講座など

★杉並公会堂での催し
臼及川浩治ピアノリサイタル「新・ショパンの旅」
　 ８月２９日峨午後１時３０分開演（１時開場） 杉並
公会堂大ホール（上荻１崖２３崖１５） 曲目＝「黒鍵」、
「革命」、「雨だれ」、「子犬」、「英雄」ほか全１９曲 
１１９０名 Ｓ席３０００円、Ａ席２０００円（全席指定、当日料
金同じ） チケット販売中（販売場所は下記を参照） 
アーバン・クラシック緯０４２崖３７１崖１５５４
渦市原悦子「朗読とお話の世界」
　市原悦子さんが、杉並にまつわる民話や、幼少の頃
から今までの体験などを語ります。
　 ９月１７日蚊午後３時開演（２時３０分開場） 杉並
公会堂大ホール（上荻１崖２３崖１５） １１９０名 Ｓ席
４０００円、Ａ席３０００円、Ｂ席２０００円（未就学児童の入場
はご遠慮ください） チケット販売開始＝６月１６日画
午後１時から（販売場所は下記を参照） 杉並公会堂
緯５３４７崖４４５０
嘘２台のピアノを同時に楽しむ「ピアノデュオコンサート」
　 ７月２８日画午後７時開演（６時３０分開場） 杉並
公会堂小ホール（上荻１崖２３崖１５） 出演＝石橋直子、
馬場祥子（ピアノ）渇曲目＝「リベルタンゴ」ほか 
１９４名 前売券２５００円（当日券３０００円） ・ 電話で、
スタジオ・デュオ緯３３１０崖０４５１へ

☆　☆　☆
葛臼渦のチケット販売窓口＝杉並区文化協会（上荻３崖
２９崖５杉並会館内、販売初日は電話予約のみ）、区役所
１階コミュカルショップ、地域区民センター（窓口取扱
時間などは文化協会緯５３１１崖７０３５へお問い合わせくだ
さい）。ウェブ予約あり http://www.sugibun.com/
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杉並区役所緯３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１８（２００６）年6月11日（日曜日）●１２

　即興的解釈による高度なテクニックで知られ
るスロバキアの室内交響楽団ムジカ・イストロポ
リターナが指揮者にマリオ・コシックを、またソ
ロバイオリンにウィーン・フィルハーモニー管弦
楽団のコンサートマスター、ウェルナー・ヒンク
を加えモーツァルトの楽曲を演奏します。
渇日時＝７月１８日峨午後７時開演（６時３０分開
場）
渇出演＝ソリスト：ウェルナー・ヒンク
　　　　　　　　　ムジカ・イストロポリターナ
　　　　指　　揮：マリオ・コシック
渇曲目＝モーツァルト「セレナード第１３番ト長調
ＫＶ．５２５『アイネ・クライネ・ナハトムジーク』」
「バイオリン協奏曲第５番イ長調ＫＶ．２１９『トル
コ風』」「ディベルティメント　ニ長調ＫＶ．１３６」
「交響曲第２９番イ長調ＫＶ．２０１」

滑
ウ
ェ
ル
ナ
ー
・
ヒ
ン
ク
（
右
）、

　

遠
山
慶
子
（
左
）

陰
２
〜
３
歳
児
に
向
け
た
ふ

ぃ
ー
り
ん
ぐ
ぱ
ふ
ぉ
ー
ま
ん

す
「
ぐ
る
ぐ
る
」

　
 

８
月　

日
画
午
前　

時
開
演

１８

１１

（　

時　

分
開
場
） 

小
ホ
ー
ル 

出

１０

４５

演
＝
C
A
N
青
芸 

２
～
３
歳
児
親

子 

親
子
三
〇
組 

親
子
一
組
一
〇

〇
〇
円
、大
人
八
〇
〇
円
、子
ど
も

（
２
歳
以
上
）三
〇
〇
円

隠
お
楽
し
み
企
画 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
ひ
ろ
ば
！ 

ミ
ニ
ミ
ニ
体
験

　
 

８
月　

日
蚊
午
前　

時
～
午
後

２０

１１

３
時 

ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ 

パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
の
ひ
ろ
ば
（
ダ
ン
ス
、

時

場

内

対

定
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▲パントマイム

◇ウェルナー・ヒンク＆ムジ
カ・イストロポリターナ7/１８ ◇ウェルナー・ヒンク＆遠山慶子

　デュオ・リサイタル7/１９

並
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

係
（
〒　

倆
０
０
１
１
梅
里
１
們
６

１６６

們
１
）
へ

ス
ト
ラ
ビ
ン
ス
キ
ー「
春
の
祭

典
」們
マ
イ
ク
・
ス
ペ
ン
サ
ー
と
と

も
に
聴
く
・
聞
く
・
見
る
・
参
加
す
る

們
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

　
 

８
月　

日
蚊
午
後
３
時　

分
開

２０

３０

演（
３
時
開
場
） 

大
ホ
ー
ル 

①
あ

な
た
も
参
加
す
る「
春
の
祭
典
」②
耳

を
す
ま
せ
て
聴
い
て
み
ま
し
ょ
う

「
春
の
祭
典
」全
曲
▽
司
会
進
行
＝
マ

イ
ク
・
ス
ペ
ン
サ
ー
、ク
マ
原
田
▽
出

演
＝
沼
尻
竜
典（
指
揮
）、日
本
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団（
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
） 

Ｓ
席
＝
大
人
三
〇
〇
〇

円
、子
ど
も（
４
歳
以
上
高
校
生
以

下
）二
〇
〇
〇
円
、Ａ
席
＝
大
人
二
〇

〇
〇
円
、子
ど
も
一
〇
〇
〇
円 

チ

ケ
ッ
ト
の
発
売
開
始
＝
６
月　

日
牙

２２

▽
申
込
方
法
＝
電
話
で
、杉
並
公
会

堂
緯
５
３
４
７
倆
４
４
５
０
へ（
午
前

９
時
～
午
後
５
時
。土
・
日
曜
・
祝
日

を
除
く
） 

①
４
歳
未
満
の
方
は
入

場
で
き
ま
せ
ん
②
有
料
託
児
あ
り
。

事
前
に
㈱
マ
ザ
ー
ズ
緯
３
２
９
４
倆

１
５
４
４
へ
申
し
込
み（
月
～
金
曜

日
午
前　

時
～
午
後
５
時
）

１０

▼
「
春
の
祭
典
｣
の
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
〜
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
く

親
と
子
の
た
め
の
〜

　
 

８
月　

日
蚊
午
前　

時
～　

時

２０

１０

１１

　

分 

グ
ラ
ン
サ
ロ
ン 
「
春
の
祭

３０典
」コ
ン
サ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入

し
た
小
学
三
年
生
以
上
の
方 

一
〇

〇
名（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ

（
８
面
記
入
例
参
照
、連
記
可
）に
コ

ン
サ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
の
座
席
番
号
と

同
伴
者
の
人
数
も
書
い
て
、７
月　
２０

日
ま
で
に
日
本
フ
ィ
ル「
音
楽
の
森
」

杉
並
音
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
係（
〒

　
倆
０
０
１
１
梅
里
１
們
６
們
１
）へ

１６６

☆

　
 

日
本
フ
ィ
ル
「
音
楽
の
森
」
緯

５
３
７
８
倆
６
３
１
１

時

場

内
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時
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ボ
デ
ィ
ー
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ヨ
ー

ヨ
ー
な
ど
）、
ミ
ニ
ミ
ニ
体
験
（
ク
ラ

ウ
ン
メ
イ
ク
、ペ
ン
シ
ル
バ
ル
ー
ン
、

マ
ジ
ッ
ク
） 

無
料

韻
リ
ー
ダ
ー
ス
シ
ア
タ
ー

「
お
話
が
い
っ
ぱ
い
」

　
 

８
月　

日
蚊
午
前　

時　

分
開

２０

１１

３０

演
（　

時
開
場
） 

小
ホ
ー
ル 

出

１１

演
＝
楽
劇
団
い
ち
ょ
う
座 

一
九
四

名 

大
人
（　

歳
以
上
）
二
五
〇
〇

１８

円
、
子
ど
も
（
４
歳
以
上
）
一
五
〇

〇
円

吋
舞
台
芸
術
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
 

８
月　

日
蚊
午
後
０
時　

分
～

２０

３０

３
時　

分 

グ
ラ
ン
サ
ロ
ン
、
ス
タ

３０

費

時

場

内

定

費時

場

楽
器
体
験
ラ
リ
ー
＆
ロ
ビ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
們
日
本
フ
ィ
ル
の

演
奏
家
に
会
お
う

　

各
ス
タ
ジ
オ
で
日
本
フ
ィ
ル
の
演

奏
家
が
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。ス
タ

ジ
オ
巡
り
を
し
な
が
ら
楽
器
に
ふ
れ

て
音
を
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
 
・ 

８
月　

日
画
午
前　

時
～

１８

１０

　

時
＝
楽
器
体
験
ラ
リ
ー（
ス
タ
ジ

１１オ
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
）、　

時　

分
～
正
午
＝

１１

１５

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト（
ハ
ー
モ
ニ
ー

プ
ラ
ザ
） 

出
演
＝
日
本
フ
ィ
ル
弦

楽
四
重
奏 

一
〇
〇
名（
抽
選
） 

一

〇
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ（
８
面
記

時

場
内定

費

申

入
例
参
照
、連
記
可
）で
７
月　

日
２０

（
必
着
）ま
で
に
日
本
フ
ィ
ル「
音
楽

の
森
」杉
並
楽
器
体
験
ラ
リ
ー
係（
〒

　
倆
０
０
１
１
梅
里
１
們
６
們
１
）へ

１６６ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
テ
ィ
ー

ダ
ン
ス
們
老
若
男
女
、 
普  
段  
着 

ふ 
だ
ん 
ぎ

社
交
ダ
ン
ス

　
 

８
月　

日
臥
①
午
後
１
時
～
３

１９

時
②
３
時
～
５
時
（
①
②
の
入
れ
替

え
制
） 

グ
ラ
ン
サ
ロ
ン
、
小
ホ
ー

ル 

出
演
＝
ニ
ュ
ー
・
コ
ヴ
ェ
ン
ト

ガ
ー
デ
ン
・
ダ
ン
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

ほ
か 

各
二
〇
〇
名 

二
五
〇
〇
円

 

チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始
＝
６
月　

日
２２

時

場

内
定

費

申

ジ
オ
Ａ
・
Ｃ
・
Ｄ 

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

（
ク
ラ
ウ
ン
パ
ラ
ダ
イ
ス
）、ド
ラ
ム

サ
ー
ク
ル
（
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ａ
）、
マ
ジ
ッ
ク

（
一
太
郎
）、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
（
チ
カ

パ
ン
） 

フ
リ
ー
パ
ス
五
〇
〇
円
、

一
回
券
二
〇
〇
円（
当
日
の
み
販
売
）

☆

　
 
・ 

電
話
で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど

も
文
化
Ｎ
Ｐ
Ｏ　

Ｍ
・
Ａ
・
Ｔ
緯
３
３

９
７
倆
５
１
５
２（
臼
嘘
唄
は
７
月
１

日
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始
）へ

内

費

申

問

　ウェルナー・ヒンクのバイオリンと「天性のモーツァルト
弾き」と呼ばれ、世界中の聴衆の心を魅了してやまないピア
ニスト、遠山慶子のデュオにより、モーツァルトの楽曲を存
分にお楽しみいただけます。
渇日時＝７月１９日我午後７時開演（６時３０分開場）
渇出演＝バイオリン：ウェルナー・ヒンク
　　　　ピ　ア　ノ：遠山慶子
渇曲目＝モーツァルト「ピアノとバイオリンのためのソナタ
『第２４番ハ長調Ｋ．２９６』『第３５番ト長調Ｋ．３７９』『第２６番変ホ
長調Ｋ．３０２』『第２８番ホ短調Ｋ．３０４』『第４０番変ロ長調Ｋ．４５４』」

地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域
にににににににににににににににに
広広広広広広広広広広広広広広広広
げげげげげげげげげげげげげげげげ
よよよよよよよよよよよよよよよよ

地
域
に
広
げ
よ
ううううううううううううううううう
外外外外外外外外外外外外外外外外外

子子子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどどどど
もももももももももももももももも
とととととととととととととととと
芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸
術術術術術術術術術術術術術術術術
家家家家家家家家家家家家家家家家
のののののののののののののののの
出出出出出出出出出出出出出出出出
ああああああああああああああああ
いいいいいいいいいいいいいいいい
のののののののののののののののの

子
ど
も
と
芸
術
家
の
出
あ
い
の
場場場場場場場場場場場場場場場場場

　人生のどんなときでも音楽は私の心
を豊かなもので満たしてくれました。特
にモーツァルトはそうです。その中で
も、ホ短調のバイオリンソナタ（K．３０４）
は悲しみに満ちた曲なのに私を幸せに
してくれます。
　遠山慶子さんのピアノは１０年以上聴
いてきましたが、特
にモーツァルトは
絶品です。
　地元で世界最高
峰のモーツァルト
を聴くことができ
るようになり、とて
もうれしいです。
　一人でも多くの
方に聴いてもらい
たいです。

杉並公会堂オープニング
コンサートによせて

東京大学名誉教授
小柴　昌俊

日
本
フ
ィ
ル
の
杉
並
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
一
緒
に
、　

年
度
の
協
働
事
業
提

１７

案
制
度
で
選
定
さ
れ
た
、
子
ど
も
と
芸
術
家
と
の
出
あ
い
の
場
を
提
供
す
る
事
業
を
区
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

が
協
働
し
て
実
施
し
ま
す
。
期
間
中
は
、
杉
並
公
会
堂
全
館
に
女
子
美
術
大
学
・
短
期
大
学
部
生

の
絵
画
や
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
作
品
を
合
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。木

▽
申
込
方
法
＝
電
話
で
、
杉
並
公

会
堂
緯
５
３
４
７
倆
４
４
５
０
へ（
午

前
９
時
～
午
後
５
時
。
土
・
日
曜
・

祝
日
を
除
く
）

▼
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
を
さ
ら
に
楽
し
む

た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

本
場
ロ
ン
ド
ン
か
ら
ダ
ン
ス
コ
ー

チ
を
招
き
ま
す
。
ダ
ン
ス
が
初
め
て

の
方
で
も
こ
れ
で
安
心
で
す
。

　
 

８
月　

日
臥
午
前　

時
～　

時

１９

１０

１１

　

分 

小
ホ
ー
ル 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

３０プ
・
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
を
申
し
込
ん
だ

方 

一
〇
〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
８
面
記
入
例
参
照
、

連
記
可
）
に
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
の
①
②

ど
ち
ら
の
ス
テ
ー
ジ
に
参
加
す
る
か

も
書
い
て
、
７
月　

日
（
必
着
）
ま

２０

で
に
日
本
フ
ィ
ル
「
音
楽
の
森
」
杉

時
場

対

定

費

申

渇場所＝杉並公会堂大ホール（上荻１崖２３崖１５）
渇料金＝Ｓ席５０００円、Ａ席４０００円、Ｂ席３０００円
渇申し込み・問い合わせ＝杉並公会堂緯５３４７崖４４５０（午前
１０時〜午後７時。土・日曜・祝日は除く）。チケットぴあ
緯０５７０崖０２崖９９９０（クラシック専用）

日
本
フ
ィ
ル
杉
並　
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

杉
並
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

杉
並
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルル


